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八幡遺跡全景（南より）

都城領主館跡（現明通小学校）より北方（現上町・松元町方面）を望む。

遺跡の南北を限る道路は、それぞれ桜馬場（南側）・虹馬場（北側）と

称し、近世の町割を踏襲している。



序

宮崎県教育委員会では、都城裁判所合同庁舎建て替え工事に伴い、平成11年度から12年

度にかけて国土交通省九州地方整備局鹿児島営繕工事事務所の委託を受け、八幡遺跡の発

掘調査を実施いたしました。

八幡遺跡のある都城市八幡町周辺は『庄内地理志』の絵図によると都城島津家の家老屋

敷にあたります。今回の調査でも井戸や土坑など武家屋敷関連の遺構が検出され、大量の

陶磁器類も出土するなど当時の武士の生活ぶりの一端を垣間見ることができました。特に、

薩摩焼の出土量は県内で最大規模を誇り薩摩焼研究に貴重な成果を得ることができました。

本書が学術資料として、あるいは学校教育や生涯教育の資料として広く活用され、埋蔵

文化財に対する認識や理解を深めるための一助となることを期待します。

最後になりましたが、調査にあたって御協力いただいた関係諸機関をはじめ、御指導御

助言をいただいた諸先生方、ならびに地元の皆様方に心より厚くお礼申し上げます。

平成15年3月

宮崎県埋蔵文化財センター

所　長　米　良　弘　康



例　　言

1本書は、都城裁判所合同庁舎建て替え工事に伴う事前調査として、宮崎県教育委員会が実施し

た八幡遺跡の発掘調査報告書である。調査は国土交通省九州地方整備局鹿児島営繕工事事務所の

委託を受けて宮崎県教育委員会が主体となり、宮崎県埋蔵文化財センターが実施した。

2　発掘調査は、平成12年12月18日から平成13年3月30日（第一次調査）および平成13年4月19日

から7月30日（第二次調査）の2か年にわたって実施した。

3　本書で使用した位置図は、国土地理院発行の2万5千分の1『都城』を、遺跡の周辺地形図等

については都城市作成の2千5百分の1図をもとに作成した。

4　現地における実測図の作成は主として、南正覚雅士、堀田孝博、垂留康弘、古屋美樹が担当し、

杉田康之、福田泰典、甲斐貴充、柳田宏一、玉利勇二、橋本英俊、柳田晴子、丹俊詞が補助した。

5　空中写真撮影は、（有）スカイサーベイ九州及び宮崎県文化財調査・サポート協同組合に委託した。

6　遣物・図面の整理は、宮崎県埋蔵文化財センターで行った。図面の作成・遺物実測及びトレース

は南正覚、堀田、柳田（晴）、古屋、丹、小字都あずさ、成相景子、黒木修と整理作業員が行った。

7　本書の執筆分担は次の通りである。なお、編集は南正覚が担当した。また、使用した遺構・遣

物等の写真は南正覚、堀田が撮影した。

永友（第I章第1節・第2節）南正覚（第I章第3節、第II章第1節・第3節）堀田（第II章第2

節・第4節、第Ⅲ章）

8　本書で使用した方位は、座標北（座標第II系）である。レベルは海抜絶対高である。

9　調査時に使用した遺構略号は以下の通りである。なお、本報告書の中では基本的に用いていな

いが遣物整理等においては使用している。

掘立柱建物跡（SB）土坑（SC）井戸（SF）溝状遺構（SE）道路状遺構（SG）

10　出土遣物・その他諸記録は、宮崎県埋蔵文化財センターに保管している。

11次の方々に調査及び報告書の作成にあたり指導・助言をいただいた。記して謝意を表したい。

有川孝行　上床　真　大橋康二　大盛祐子　児玉三郎　重久淳一　島田正浩　下田代清海

下鶴　弘　代田博文　関　一之　出口　浩　橋口　亘　深野信之　松村真希子　峯崎幸清

山田　聡　米滞英昭　渡辺芳郎　鹿児島陶磁器研究会（敬称略）
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第1章　はじめに

第1節　調査に至る経緯

宮崎地方裁判所都城支部、宮崎簡易裁判所、宮崎家庭裁判所支部等が入る都城裁判所合同庁舎は

昭和33年に現在の宮崎県都城市八幡町2街区3号に建てられて以来、40数年の永年にわたって司

法の場として役割を果たしてきた。しかし、建物の老朽化が進み建て替えの時期を迎えていた。

平成10年7月に県教育庁文化課が開発部局に対して実施した平成11年度の開発事業の照会に対

し、建設省九州地方建設局営繕部より都城裁判所合同庁舎の建て替えの計画があがってきた。

当該地は『庄内地理志』の絵図によると都城島津家の家老屋敷に当たっていたため、平成10年9

月22日・28日の2日間にわたって県文化課埋蔵文化財係主査長津宗重の担当で確認調査が実施さ

れた。調査の結果、合同庁舎北側の前庭西側では御地ボラ上面で柱穴が検出され、近世の陶磁器等

が出土した。庁舎南側の中庭は近・現代の撹乱を受けているが近代の瓦等が少量出土した。

確認調査の結果を受けて県教育庁文化課と建設省九州地方建設局営繕部との間で埋蔵文化財の取

り扱いについて協議を行ったが、現状保存が困難な部分については発掘調査を行い記録保存の措置

をとることとなった。12年度に入り具体的な発掘調査に関する協議を建設省九州地方建設局営繕部

計画課、同鹿児島営繕工事事務所、宮崎地方裁判所、同都城支部、県教育庁文化課、県埋蔵文化財

センターの6者の中でおこなった。その結果、調査範囲については既存棟部分と庁舎北側の中央玄

関のコンクリート敷きピロティー部分については周辺部の確認調査の結果から表土がかなり薄いこ

とが確認されておりすでに建物の基礎等で消滅している可能性が大きいことから調査から除外する

こととし、中庭の割譲予定地も含めた仮庁舎部分、前庭の両サイドの緑地部分、庁舎西側の駐車場

部分については工事により影響を受ける可能性があることから調査対象とした。また、調査期間に

ついては仮庁舎部分の調査を平成12年度中、前庭と西側駐車場部分を平成13年度前半で行うこと

で合意した。

調査は建設省九州地方建設局（平成13年度は国土交通省九州地方整備局）鹿児島営繕工事事務所長

の委託を受けて宮崎県埋蔵文化財センターが主体となり予定どおり平成12年度、平成13年度の2

か年にわたって実施した。

平成12年度の調査は調査第二課調査第三係長菅付和樹、同課調査第三係主事甲斐貴充、同課調査

第四係調査員堀田孝博の担当（途中菅付と甲斐に変わって同課調査第三係主査南正覚雅士が主任とし

て担当）で仮庁舎部分及び前庭東側の約800崩を平成12年12月18日から平成13年3月30日にかけ

て調査した（第一次調査）。平成13年度の調査は引き続き南正覚を主任に同課調査第三係調査員古屋

美樹、同課調査第四係調査員重留康弘の担当で12年度の調査で完掘出来なかった3・5号土坑の継

続調査（一次調査）と前庭西側及び西側駐車場部分の併せて約1，200I正を平成13年4月19日から平成

13年7月30日にかけて調査した（第二次調査）。

2次にわたる発掘調査の結果、井戸や土坑など家老屋敷関連と思われる遺構の検出やそれらに伴

う大量の陶磁器等の出土をみた。出土した大量の遣物等については平成13年5月1日から平成14

年2月28日にかけて県埋蔵文化財センターで整理作業をおこなった。

－1－



第2節　調査組織

八幡遺跡の発掘調査は下記の組織で実施した。

調査主体　宮崎県教育委員会

宮崎県埋蔵文化財センター

所　　　　　長

副所長兼総務課長

副所長兼調査第二課長

総　務　係　長

調査第二課調査第四係長

調査第二課調査第三係長（調査担当）

同課調査第三係主査（調査担当）

同課調査第三係主事（調査担当）

同課調査第四係調査員（調査担当）

同課調査第四係調査員（調査担当）

同課調査第三係主査（執筆担当）

調査第一課調査第二係主事（執筆担当）

平成12年度

（第一次調査）

矢野　剛

菊地茂仁

岩永哲夫

亀井維子

永友良典

菅付和樹

南正覚雅士

甲斐貴充

堀田孝博

ー2－

平成13年度

（第二次調査）

矢野　剛

菊地茂仁

岩永哲夫

亀井維子

永友良典

南正覚雅士

垂留康弘

古屋美樹

平成14年度

（報告書作成）

米良弘康

大薗和博

岩永哲夫

野達文博

永友良典

南正覚雅士

堀田孝博



第3節　遺跡の位置と環境（第1図）

八幡遺跡は宮崎県都城市八幡町2街区3号地内に所在する。

当遺跡が所在する都城市は宮崎県の南西部にあり、東側を鰐塚山系、西側を霧島山系に囲まれた

南北に細長い盆地のほぼ中央部に位置する。本遺跡は、市街地中央の八幡町に所在し、大淀川右岸

の台地上、JR日豊線西都城駅より南東約350mに位置し、標高約145mである。八幡町の地名は、
ほんごう

慶長6年（1601）第12代領主北郷忠能が当地に勧請し伺った湯田八幡宮が所在したことに由来して

いる。都之城（鶴丸城）は本遺跡の南西1加に所在する。永和元年（1375）、第2代都城領主北郷義久

が都島（宮古島）に築城したもので、これが都城の地名発祥の所以でもある。都之城は本丸・西の

丸・中之城・南之城・外城の5郭によって構成されていた。その後時代を経て元和元年（1615）徳川

幕府の一国一城令で廃城になるまで約240年間にわたって営まれた。

元和元年の一国一城令により、都之城は破却され終焉を迎え、忠能の居所は城山を下りた新地に

移転された。領主館は大淀川を越え、現在の都城市役所と明通小学校の敷地内を中心に東西約360

m、南北約270mの規模で建設された。その後、17世紀中葉過ぎには島津久定（1663：寛文3年、

島津宗家の指示により北郷を改め再び島津の姓に復した）が領主館を東方に移動する大造成を行って

いる。この領主館を取り巻くように武家屋敷も置かれ、周辺の高台（現在の八幡町・姫城町）には重

臣を配して城内とした。その他、城内の東（現在の早鈴町・蔵原町・天神町）と西（甲斐元町・松元町）

も武士居住区とした。城内は老中馬場・御門馬場・桜馬場・八幡馬場・虻馬場・北口馬場によって

区画され、当遺跡は虻馬場（北側）と桜馬場（南側）とに挟まれる場所に所在する。さらに東口、北口、

西口の3つの入口にはそれぞれに番所が設けられている。また、城外には松元馬場、広小路などの

馬場や路が造られた。さらに、城の北口から北へ延びる直線道路が造られたほか町屋等も新設・移

転され、現在の都城の原型ができた。その後、明治維新まで島津氏が領主としてこの地を治めるこ

ととなった。

明治2年（1869）明治政府の版籍奉還に伴い、当主久寛は領地を返還し、家格を廃止され1，500石

となり、鹿児島へ移ることとなった。明治4年（1871）の廃藩置県により都城県が置かれる。その後、

明治6年（1873）宮崎県、明治9年（1876）鹿児島県と行政区分が変わるが、明治16年（1883）宮崎県

下となり、都城盆地における政治・経済・文化の中心としてまた交通の要地として発展することと

なる。

今回調査を行った八幡遺跡は『庄内地理誌』（第2図）の絵図から城内に建てられた武家屋敷跡と比

定されたが、明治以降に取り壊され跡地には病院・営林署等が建てられた（第3・4図）。領主館も都

城県庁や北諸県郡役所となったりするが、それらも昭和20年（1945）の空襲により焼失した。その

後、都城市による道路建設に伴う区画整理が行われ、昭和33年（1958）には宮崎地方裁判所都城支

部庁舎が建設され現在に至っている。

〈参考・引用文献〉

（1）都城市教育委員会　　1983『都城・中之城跡　菓子野地下式横穴』都城市文化財調査報告書第3集

（2）　　　　〝　　　　　1997『都城市中央東部地区史跡・旧街路等調査報告書』都城市文化財調査報告書第41集

（3）都城市史編さん委員会　2001『都城市史』資料編近世I
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（都城市史編さん委員会　2001『都城市史』資料編近世Iより改変掲載）
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第3図　都城市全図（アミ部分が八幡遺跡に該当）

（前田厚1989『本稿都城市史』付図より改変掲載）

ー6－



第4図　日本交通分県地図「其十四」宮崎県（S≒15，000）

（大正13年11月15日発行　大阪毎日新聞社より改変掲載）
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第5図　八幡遺跡周辺地形図（S＝1／7，000）

第6図　グリッド配置図（S＝1／1，000）
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第II章　調査の記録

第1節　調査の経過

八幡遺跡の調査対象面積は2，000I正である。

調査対象地は、裁判所敷地内の中庭、前庭東側、西側駐車場、前庭西側である。調査対象範囲を

便宜上、第一次調査A区…中庭　第一次調査B区…前庭東側　第二次調査…西側駐車場・前庭西側

として調査を行った。なお、各調査区の位置関係を把握し測量実測の基準とするため、国土座標に

合わせた5mグリッドを設定した（第6図）。

A区の調査対象面積は800I正である。平成12年12月18日より調査を開始した。重機で表土を除去

した後、調査区内に東西6本・南北1本の確認トレンチを設定し、御地ボラ層上面までを人力で掘

り下げた。その結果、御池ボラ層より上の層はほとんどが第二次世界大戦後の造成土であることが

判明した。その後、調査区全面を御地ボラ層上面まで掘削・精査したところ、近世から現代に亘る

建物跡（4棟）、溝状遺構（4条）、土坑（50基）、ピット（約170基）が複雑に切り合った状態で確認され

た。その中でも調査区北側で確認された5号土坑は、造り出しの階段を有する特異な形態の土坑で

あることが判明した。掘り下げる段階で多量の陶磁器・瓦類が出土したが、調査日程の関係で床面

まで完掘できなかったため一旦埋め戻しを行い、第二次調査で継続して調査を行うこととし、平成

13年3月30日を以て調査を終了した。

また、A区と並行しB区の確認トレンチによる調査を3月6日より開始した。5カ所の確認トレ

ンチを設定し御地ボラ層上面までを人力による掘り下げを行った。その結果、北西部を中心として

約40基のピットが検出されたが、明確な並びを確認できなかったため3月9日には埋め戻しを行い

調査を終了した。第二次調査を平成13年4月23日より行った。まず前年度の継続である5号土坑

と隣接する3号土坑の調査を行った結果、御地ボラ層下約3mで3号土坑の南側に造り出しの階段

が検出された。このことから、5号土坑で検出された階段は3号土坑に続く階段であり、それを5

号土坑が切っていることが判明した。さらに、御池ボラ層下5mで検出された第3号土坑の床面は

木材を使って補強されていることも確認された。しかし、3号土坑の室部が既存棟の下に入り込ん

でおり、室部の壁面や天井の大部分が崩壊しかなりの土砂が室部内に充満している状況の中で、床

面まで深さ3mを超す調査を継続していくのは非常に危険であった。そこで安全上の判断から遺構

の性格を特定するには至らなかったが5月25日をもって3号土坑の調査を終了した。

5月9日からは二次調査区（西側駐車場・前庭西側）の調査を開始した。調査対象面積は1，200I正で

ある。まず、調査区内に東西3本・南北1本の確認トレンチを設定し、土層の確認を行った後、重

機で表土を除去し、御地ボラ層上面までを人力で掘削・精査した。その結果、道路状遺構（1条）、

またこの道路状遺構に沿って建物跡（1棟）が検出された。さらに、この道路状遺構のほぼ中央部か

ら北東に延びる道路状遺構（1条）や建物跡（1棟）も確認された。しかし、何れも柱穴が調査区外に延

びるため建物の全貌を確認することができなかった。他に井戸（1基）、土坑（45基）、ピット（124基）

が確認されている。平成13年7月30日をもって調査を全て完了した。
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第2節　第一次調査

1．調査の概要

A区（中庭部分）から調査に着手した。前章で記したように、重機で表土を除去した後、東西6本・

南北1本の確認トレンチを設定、人力掘削を行ったところ、御地ボラ層上面で遺構を確認できた。

御地ボラ層上面までの深さは、現地表より0．2～0．8mであったが、土層の堆積状況や出土遣物など

から、第二次世界大戦後の造成土であることが判明した。

調査区内における遺構の密度は比較的高く、建物跡（4棟）・土坑（50基）・溝状遺構（4条）・ピット

（168基）などを確認した（第7、8～10図）。この他にも水道・電気の埋設管など裁判所の建設に関

わるものや、時代は特定できないが切り合い関係や出土遣物から、明らかに戦後の所産である掘り

込みも多数検出されたが、それらについては割愛する。

大半の土坑からは遣物が出土しており、それらに基づいた時期推定が可能であったが（第7図・第

1表）、その一方ピットからは遺物がほとんど出土せず、一部を除き並びも確認できていないため、

その性格付けは困難である。

B区（前庭東側）の調査は、5本の確認トレンチを設定し、表土から人力で掘削した結果、場所に

よっては撹乱が著しく、ピット39基の他には建物跡・土坑など確認できなかったため、トレンチ調

査のみで終了した（第11図）。したがって以下の記述は、基本的にA区の調査結果に基づいている。

2．遺構

建物跡（第8～10図・第1表）

4棟確認したが、4号建物跡については構造・時期が他の3棟と異なり（戦後の可能性が高い）、ま

た建物ではなく、別の構造物（柵・塀の跡など）である可能性もある。

一覧表を作成するにあたり、以下のような基準で分類を行った。

・I　基礎部分が溝状あるいは長方形土坑状の掘り込みで構成される。（1号～3号）

・II　基礎部分が列状のピット群で構成される。（4号）

I類の建物は溝状の掘り込みに人頭大程度までの川原石を充填し、その上から砕石を詰め、平坦

につき固めている。一部にレンガ積みが残存していたことより、レンガを用いた西洋風建築と推定

される。管見の範囲ではこれに類似する遺構として、東京大学付属病院外釆診療棟の新営工事に先
いちがやほんむらちょう

立つ発掘調査で検出された東京医学校本館基礎遺構（成瀬・寺島1993）、新宿区市谷本村町遺跡第1
もとまち

号遺構（谷川他1995）、広島市広島城遺跡基町高校グラウンド地点SB2～4（福島1999）などがあ

げられる。

東京医学校本館（明治9年（1876）建設）は瓦茸木造2階建とされ、市谷本村町遺跡例は東京鎮重砲

兵営（のち陸軍砲兵営：明治6年（1873）建設）の建物、広島城遺跡例は北棟兵場に関連する明治中頃

から昭和期頃の建物と推定されている。

いずれも明治期に建設された学校・軍関係の施設であり、I類の工法はこうした官的な庁舎に広く採

用されていたものと考えられる。本遺跡例は第3図に見える営林署関連の建物である可能性が高い。
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第7図　第一次調査A区遺構分布図（切り合い関係）（S＝1／160）
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第8図　第一次調査A区遺構分布図（北側）（S＝1／80）

第8～10図の図化にあたっては以下のような基準を設けた。

①戦後の掘り込み（埋設管ほか）に関しては、下場を入れない（ただし未掘分も含む）。
②4号建物跡は戦後である可能性が高いが、遺構の性格を考慮して例外的に下場を入れる。

③その他の遺構は、完掘状態で図化（したがって比較的新しい遺構は、消滅している可能性あり）
④建物跡については、切り合いのない部分のみ礫を残す。
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第9図　第一次調査A区遺構分布図（中央）（S＝1／80）
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第10図　第一次調査A区遺構分布図（南側）（S＝1／80）
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第11図　第一次調査B区遺構分布図（S＝1／120）
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土坑（第8～10図・第1表）

一覧表を作成するにあたり、以下のような基準で分類を行った。

・I　平面形が円形を呈する。

・II　平面形が楕円形を呈する。

・Ⅲ　平面形が隅丸（長）方形を呈する。

・Ⅳ　平面形が（長）方形を呈する。

・Ⅴ　平面形が不整形を呈する。

・A　底面が平底を呈する。

・B　底面が措鉢状を呈する。

・C　中段にテラスを有する。

・D　その他

これら二つの要素の組み合わせで土坑の形態を表現している。具体的には「円形プランで平底の土

坑」の場合、「IA類」と表記することになる。

土坑には大別して近世に属するものと近代に属するものとがあり、それぞれに共通する特徴を有

している。近世土坑は比較的大規模で、平面プランが不整形を呈するもの（Ⅴ類）が多数を占める。

埋土中に多量の陶磁器・瓦・礫を含んでおり、調査区の北側に集中する傾向にある。

近代土坑はやや規模が小さく、円形（I類）や隅丸（長）方形（Ⅲ類）など整ったプランを有する。概

して出土遣物は少ないが、特徴的な遣物を多量に出土した土坑群（1・2・24・45号土坑）もある。

それらの土坑からは激しい火熱により融解・固着したガラス塊が出ており、陶磁器も熱を受けた状

態が明瞭で、断面にガラスの滴が付着しているものも認められた。家屋の倒壊により破砕した後、

焼夷弾による二次出火に遭ったものと推定され、昭和20年（1945）8月6日の都城空襲に起因する火

事場整理に伴う廃棄坑である可能性が高い。A区では調査区全面が御池ボラ層上面に達するほど深

く削られていたが、削平はこのような終戦前後の片付けに際して行われた可能性もある。

3・5号土坑（SC3・5：第12図）

地山を掘り込んだ造り出しの階段を有する土坑である。当初は階段を5号土坑のものと考えてい

たが、調査の過程で3号のものであることが判明した。よって5号が3号を切るという前後関係が

認められる。

3号土坑は階段と室部とで構成されると考えられるが、室部の大半は調査区外にかかっており形

態・規模などの詳細は不明である。ただし底面で検出された木材の状況からは、やや末広がりの羽

子板状を呈する可能性を指摘できる。階段は約4．0mの高さを約8．0mかけて下っており、最後の段

を除けば階段としては比較的緩やかである。ただし幅は1．0mを前後する程度で、かなり狭い印象
ちかむろ

を受ける。階段を有する地下式の遺構ということで、江戸遺跡などで多数確認されている「地下室」

と類似するが、「地下室」と推定するには解決すべき問題も残されており、性格の特定にはいっそうの

検討を要する。埋土には御池ボラからPll火山灰を含む暗褐色ロームまで層を成す一塊のブロック

なども見られ、ある時期に落盤・廃絶したことが明らかである。遺構確認面から測って0．7～2．1m

下の各土層は、シラスに似たにぷい黄褐色土のブロックで構成されており、速やかに埋め戻しが行

われたようである。

5号土坑は長径3．1m・短径2．5mを測り、楕円形を呈する。埋土には移しい数の陶磁器・瓦・礫
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5号土坑

第12図　第一次調査3号土坑・5号土坑実測図（S＝1／60）

が詰まっており、土よりも多い状態であった。壁面がほぼ垂直に立ち上がる円筒形の掘り方で、

遣物の出土状況は層により粗密があるが、下層に至っても多量に出土し続けた。

確認面から4．5mまで掘り下げると、地下水が惨出してきた。既に壁面にはシラス層が約2．0m

露出しており、調査区北端であったため法面の勾配も限界に達し、安全管理上の判断から発掘を

中止した。底面まで掘り切れなかったため、当初の用途は明らかにしえないが、最終的には廃棄

坑として用いられたものである。
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建物跡

番号 長軸（m）短軸（m）深さ（m ）類型 遺物の有無 時　 代 備　　 考 調査時の名称
1 （10 ．6） （5 ．0） 】 陶磁器 近代 営林署の建物か？ 1号建物跡

2 （3 ．8） （3 ．4） I 近代 営林署の建物か？ 2号建物跡
3 （5 ．5） 4 ．4 l 陶磁器 近代 営林署の建物か？ 3号建物跡
4 （6 ．3） （5 ．4） ll 陶磁器 現代？ 建物ではない可能性あり 4 号建物跡

番号 長軸（m）短軸（m ）深さ（m）類型 遺物の有無 時　 代 備　　 考 調査時の名称

1 1 ．1 十〇 0．5 V A 焼けた陶磁器 ・瓦 ・ガラス 近代 空襲後の整理 SC 7

2 （2 ．6 ） （2 ．0 ） （0．6） V C 焼けた陶磁器 ・瓦 近代 空襲後の整理 1号瓦溜 り

3 （9 ．5 ） 2 ．1 （4 ．9 ） ∨－ 陶磁器 ・土器 ・瓦 近世 地下室 ？　 切る ：S C 4 切 られる ：S C 5 SC 2 5

4 （2 ．2 ） （1．1） （0．6） 近世以前 切 られる ：S C 3 SC 2 5 の一部

5 3 ．1 2 ．5 （4 ．5） lト 陶磁器 ・土器 ・瓦 ・軽石 近世 ．？ 切る ：S C 3 SC 2 6

6 0 ．8 0 ．6 0 ．1 lIA 陶磁器 ・ガラス 近代 切 られる ：ピッ ト SC lO

7 （1 ．3 ） 1 ．3 0 ．5 V B 陶磁器 ・土器 ・鉄製品 近世 切 られる ：S C 8 SC 2 8

8 （3 ．0 ） 2 ．2 0 ．6 V A 陶磁器 ・土器 ・瓦 ・鉄製品・軽石 近世 切る ：S C 7　 切られる ：S C 9 SC 2 2

9 （2 ．1） 1 ．5 0 ．8 llA 陶磁器 ・土器 近世 切る ：S C 8 SC 4 0

10 0 ．8 0 ．8 0 ．4 l B 鉄製品 近代 S C 9

1 1 3 ．6 2 ．4 0 ．6 V D 陶磁器 ・土器・鉄製品 近世 切 られる ：ピッ ト S C 2 7

12 0 ．7 0 ．7 0 ．2 lA 陶磁器 近代 S C 18

13 （5 ．0） 3 ．9 0 ．6 V C 陶磁器 近世 切られる ：S C 14 ・1 5 S C 2 0 の一部

14 4 ．4 3 ．2 0 ．6 V C 陶磁器 ・土器・瓦 ・鉄製品 近世 切る ：S C 13　切 られる ：S C 1 5 S C 2 0

15 1 ．1 0 ．5 0 ．4 IIC 陶磁器 ・瓦 ・軽石 近世 切る ：S C 13 つ 4 S C 2 0 の一部

16 （0 ．9） （0 ．8） （0 ．5 ） 陶磁器 S C 8

17 （0 ．8 ） 0 ．8 0 ．6 lB 陶磁器 近世 切られる ：1号建物跡 S C 4 1

18 0 ．6 （0 ．5） 0 ．2 llB 近代以前 切られる ：1号建物跡 S C 4 7

19 0 ．7 （0 ．6） 0 ．7 llB 陶磁器・土器 ・軽石 近代 切られる ：1号建物跡 S C 4 2

2 0 （2 ．7） （0 ．9 ） （0 ．5 ） 陶磁器・土器 ・軽石 近世 切られる ：．1号建物跡 S C 3 9

2 1 上6 1．2 11A 軽石 近世 切られる ：1号建物跡 S C 4 3

2 2 0 ．8 0 ．8 0 ．4 V A S C 4 4

2 3 （3 ．0 ） （1．5） （0 ．2 ） IV － 瓦 ・陶磁器 近代 切る：ピッ ト　 切られる ：S C 2 4 3 号瓦溜 り

2 4 （4 ．5 ） （2 ．9 ） （1．7 ） ∨－ 焼 けた陶磁器 ・瓦 ・ガラス 近代 空襲後の整理 切る ：S C 23 S C l

2 5 1．1 十〇 0 ．2 V A 切る：S C 2 6 S C 2 1

2 6 （1．8 ） （1．8 ） 0 ．4 V A 切る：4号溝状遺構 切られる：SC 2 5 、ピット

2 7 0 ．8 0 ．6 0 ．2 V A P 7 2

2 8 上1 0 ．7 0 ．3 川A 陶磁器・土器 ・瓦・ガラス 近代 S C 19

2 9 上9 1．0 0 ．6 V D 陶磁器 近代 切られる：ピッ ト S C 3 8

3 0 上4 0 ．6 （0 ．6 ） …－ 近代以前 切られる：2号建物跡 S C 3 7

3 1 2 ．7 （1．0 ） 0 ．7 …C 瓦 近代 切られる：2号建物跡 4号瓦溜 り

3 2 0 ．7 0 ．7 0 ．4 l B 陶磁器 ・鉄製品 ・獣骨 近代 切る：ピッ ト S C 15

3 3 十〇 0．7 0 ．2 …A 陶磁器 ・瓦・ガラス 近代 切る：ピッ ト S C 1 1

34 十〇 （0．7） 0 ．2 V B 陶磁器 ・土器 近代 S C 12

3 5 0 ．9 0 ，8 0 ．6 】A 陶磁器 ・ガラス 近代 S C 13

3 6 0 ．9 0 ．8 0 ．4 IA 陶磁器 ・瓦 近代 切 られる：ピッ ト S C 14

3 7 1 ．0 0 ．8 0 ．1 V D 陶磁器 ・瓦 近代 切 られる：SC 4 4 、ピッ ト S C 3 1

3 8 （2 ．6 ） （1．7 ） 0 ．4 V C 陶磁器 ・瓦 ・軽石 ・ガラス 近代 切 られる ：SC 3 9 、ピッ ト S C 3 5

3 9 1 ．6 十〇 0 ．5 lIA 陶磁器 ・軽石 ・ガラス 近代 切る ：S C 3 8 ・4 0 、2 号溝状遺構 S C 3 6

4 0 1 ．0 0 ．5 0 ．6 …A 陶磁器 近代 切る ：2号溝状遺構 切 られる ：S C 3 9 SC 3 4

4 1 0 ．7 0 ．5 （0 ．2） llA 陶磁器 ・鉄製品 近代 切る ：2 ・3号溝状遺構 SC 2 3

4 2 0 ．7 0 ．7 0 ．5 IA 陶磁器 ・瓦 ・ガラス 近代 便槽 ？ P 10 8

4 3 1 ．1 0 ．6 0 ．8 …A 陶磁器 ・瓦 ・鉄製品 ・ガラス 近代 切 られる ：ピッ ト SC 16

4 4 4 ．2 （4 ．1） 1 ．5 V A 陶磁器 ・ガラス 近代 防空壕　 切る：S C 3 7 、ピット切られる：S C 4 5 SC 2

4 5 （2 ．6 ） （1．8 ） （0 ．5） V C 焼けた陶磁器 ・瓦 近代 空襲後の整理　 切る ：S C 4 4 2 号瓦溜 り

4 6 0 ．7 ．0 ．7 0 ．3 l B 陶磁器 SC 17

4 7 （0 ．8 ） （0．7 ） （0 ．2） ∨－
ノ

SC 3 2

4 8 （0 ．7 ） 0 ．5 0 ．7 ilB 陶磁器 ・瓦 切 られる ：1号溝状遺構 P 14 0

4 9 0 ．5 0 ．5 ．0 ．5 …A SC 2 4

5 0 4 ．4 1 ．2 0 ．2 …A 切 られる ：3 号建物跡、ピッ ト S C 2 9 ・3 0

※報告にあたり遺構番号を振り直したため（新番号）、調査時の名称（旧番号）を併記した（遺物の注記は旧番号にて行った。）計測値について、
調査区外にかかるなど不碓定のものは括弧付きで記した。類型は本文中の凡例に準ずる。

第1表　第一次調査遺構計測表
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第3節　第二次調査

1．調査の概要

昨年度の継続である一次調査3・5号土坑（以下本項においては一次調査を省略する）から調査を行

った。まず重機を使って埋め戻した部分の土の除去作業を行った。次に3・5号土坑の周り（8mX

lOm）を3段の段掘りにして作業の安全を確保した後、調査員による掘り下げを開始した。先に5号

土坑の掘り下げを行ったが、ここでも多量の陶磁器・瓦類が出土した。さらに掘り下げていくと御地

ボラ層下約3mで3号土坑の南側に造り出しの階段が検出された。このことから、5号の南側で検

出された階段は3号土坑に続く階段であり、それを5号土坑が掘り込んでいることが確認された。

さらに御地ボラ層下4．5mまで掘り下げると、地下水が惨んできたため5号土坑の掘り下げを中止

した。その後、3号土坑の階段を検出しながら慎重に掘り下げたところ御地ボラ層下5mで木材と

粘土を使って補強された床面の一部を確認した。主体部は調査区外に延びるため遺構の性格を特定

するには至らなかったが、武家屋敷等に関連するものではないかと考える。

3・5号土坑の調査と並行して、西側駐車場・前庭西側の調査に入った。調査対象面積は1，200nf

である。調査区内に東西3本・南北1本の確認トレンチを設定し、御地ボラ層上面までを人力で掘り

下げた。その結果、A区と同様に御地ボラ層より上の層はほとんどが第二次世界大戦後の造成土で

あることが判明した。そのため重機で表土を除去し、御地ボラ層上面までを人力で掘削・精査した。

その結果、御地ボラ層を掘込むかたちで調査区内を北から南に緩やかに傾斜する道路状遺構を検出

した。この道路状遺構に沿って建物跡（1棟）が検出された。さらに、この道路状遺構のほぼ中央やや

北寄りで北東に延びる道路状遺構と建物跡（1棟）が確認された。しかし、いずれも柱穴が調査区外に

延びるため建物の全貌を確認することができなかった。他に土坑（45基）、ピット（124基）も確認され

ている。武家屋敷関連の遺構については、第二次大戦の区画整理等により削平された可能性が高い

と思われた。しかし、西側駐車場北側で確認された井戸については、点数は少ないながらも16世紀

末～17世紀初頭頃の遣物が出土したことから武家屋敷に関連する井戸ではないかと考えられる。

2．遺構

第一次調査3・5号土坑（SC3・5）

調査内容については第一次調査の3・5号土坑（第II章第2節2）を参照いただきたい。

井戸（SFl）

西側駐車場北側で近世の井戸が1基確認されている。御地ボラ層上面で直径1mのほぼ円形プラ

ンで検出した。土層の状況を確認しながら掘削を行ったが、脆弱なシラスに掘り込まれている上に、

水が湧いてきたために3．9mの深さ（シラス層）で掘り下げを中止した。壁は真っ直ぐの素掘で、枠材

等はみられず、下部にいくにしたがって狭くなっている。底面付近は直径80cmのほぼ円形プランで

10cm大から30cm大の軽石が40数個が確認されている。土層を観察した限り、徐々に埋没したので

はなく、一気に埋められた印象を受ける。埋土中からは、上層で苗代川系の古相を示す賓1点

（273）、中国産磁器（福建・広東系）の大皿1点（272）、中層から肥前系の胎土日を残す小皿3点

（269～271）が出土している。他に備前系陶器賓の胴部片数点が出土している。
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番号 長軸（m ） 短軸（m ） 深さ（m ） 類 型 遺物の有無 時 代 備　　　　　　　　　　　 考

1 2．4 （1．4 ） 0．2 （…A） 陶磁器 近代 一部調査区外 1

2 0 ．7 0 ．5 0．3 …C

3 十〇 （0 ．8） 0．6 （…A） 陶磁器 近世 ．SC 4 ，5 を切る　 一部調査区外

4 （1．2） 0 ．8 0．5 （llA） SC 3 ，5 に切られる

5 ・ （1．1） （0 ．4） 0．1 （IV A） 陶磁器　 土器 近世 SC 4 を切る　 一部調査区外

6 （1．8） （1．0） 0．4 （lV A） 陶磁器 近世 一部調査区外

7 2．2 （1．1） 0．3 （lV A） 一部調査区外

8 2 ．2 1．6 0．3 H A 陶磁器 近世 S C 9 を切り，SC lOに切 られる

9 上5 （0．7） 0．1 （V A ） S C 8 に切られる

10 0 ．9 0．4 0．2 IIA S C 8 を切る

1 1 1．0 0．9 0．1 IA

12 1．5 0．4 0．6 （…A ） 一部調査区外

13 （0 ．5） 0．5 0 ．4 …C

14 1．5 1．4 0 ．2 lA 由磁器

15 0 ．6 （0．5） 0 ．3 （IA ） 陶磁器

16 1．0 （0 ．6） 0 ．2 （…A ） 瓦 近代

17 十〇 0．7 0 ．2 H A

18 （1．2） 上1 0 ．4 …A コンクリート溜に切られる

1 9 （3．5） （2．0） 0 ．7 （…A） 陶磁器　 ガラス 近世 コンクリー ト溜に切られる　 一部調査区外

2 0 1．0 0 ．4 0 ．2 lV A

2 1 0．7 0 ．6 0 ．1 V A

2 2 0．7 0 ．4 0 ．1 V A S C 2 3 を切る

23 0．8 0 ．6 0 ．1 …A S C 2 2 に切られる

24 （0．7） 0 ．7 0 ．4 （IIA） ピットに切られる

2 5 上6 （0 ．9） 0 ．6 （V A） 陶磁器　 鉄製品 近世 S C 2 6 に切られる

2 6 （1．4） （0 ．6） 0 ．6 （V A）

2 7 （2．3） 1．0 0 ．2 （V A） 陶磁器 近代 S C 2 6 を切り，ピットに切られる

28 1．0 （0 ．7） 0 ．6 （lV A） S C 4 1に切られる

2 9 1．7 0 ．7 0 ．5 V A

3 0 上2 0 ．7 0 ．6 llA SC 3 9を切る

3 1 0．7 （0 ．6） 0．2 lB SC 3 2を切り，ピットに切られる

3 2 0．8 （0 ．8） 0．4 ‾ 】B SC 3 1に切られる

3 3 1．4 0 ．5 0．4 llA

3 4 （0 ．8） （0 ．7） 0．1 （V A） 現代のごみ穴に切られる

3 5 0 ．7 0 ．4 0．3 …B S C 3 6を切る

3 6 上3 0 ．7 0．6 …A S C 3 5に切 られる

3 7 （0 ．9） 0 ．7 0．2 （V A） 陶磁器 S C 3 8，ピットに切られる

3 8 1．3 0 ．9 0．6 IIA 陶磁器 S C 3 7を切る

3 9 （1．7） （0 ．8） 0．1 冊A 陶磁器　 土器 S C 3 0に切 られる

4 0 2．1 0 ．8 0．7 】V A 瓦 近代 防空壕（瓦溜 1 ）

4 1 1．6 0 ．8 1．0 lV A 瓦 近代 瓦溜 2　 －部調査区外

4 2 上2 （0 ．7） 0．7 （IIA） 耳 近代 瓦溜 3　 一部調査区外

4 3 2．4 1．1 0．9 】V A 瓦 近代 瓦溜4　 道路状遺構を切る

4 4 1．0 （0 ．5） 0．3 （llA） 瓦 近代 r 瓦溜 5　 一部調査区外

4 5 1．3 0 ．6 0．2 lV A S C 4 3に切 られる

※計測値について、調査区外にかかるなど不碓定のものは括弧付きで記した。類型は本文中の凡例に準ずる。

第2表　第二次調査士坑計測表
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近代以降の遺構

近代以降の遺構について簡略に説明を加える。検出面は全て御地ボラ層上面である。

・道路状遺構（SGl）・・・幅3．2m、全長42．4mを検出した。硬化面を形成するために石炭洋と石が

敷いてあり、その下には赤化した瓦類が埋められており終戦直後に以前の道路を復旧する形で造ら

れた道路であると推測される。調査区の中央を北から南へ僅かな勾配を持ちながら走行している。

・道路状遺構（SG2）・・・幅1．1m、全長11．2mを確認した。家々の間の区割り的なものであり、埋

土から近代ものであると考えられる。

・1号建物跡…道路状遺構（SGl）に沿って検出された。南北3間？（7．0m）、東西1間？（2．0m）の

建物であるが、西側が調査区外に延びるため全貌は不明である。柱穴の掘方は50cm前後の円形で、

深さは10cm程である。柱穴（3基）には根固め石として直径2～3cmの小石が用いられている。埋土

から近代のものと考えられる。

・2号建物跡…道路状遺構（SG2）に沿って検出された。柱穴の掘方は40cm前後の円形で、深さは

30cm程である。東側が調査区外のため全貌は確認できなかった。

・瓦溜り（SC40・41・42・43・44）…5カ所で確認されている。被熱により赤化しているものが

多く、空襲で家屋が焼失した際に廃棄されたものである。

・防空壕（SC40）・・・西側駐車場の北側で確認した。短軸80cm、長軸230cm、深さ90cmを測る。北側

には造り出しの2段の階段を有し、床面は60cmX130cmである。中には赤化したものを含め大量の

瓦と僅かな土が詰まっていた。

土坑群（第2表）

御地ボラ屑上面で45基が確認

されている。ここでも土坑群を

平面プランにより5類に分類し、

さらに底面の形状により20類に

細分した。

ピット群

御地ボラ層上面で124基を検出

した。建物跡（2棟）に伴う柱穴以

外のピットについては、共伴遣

物も極少であり、規格性に乏し

くその性格、機能については特

定できなかった。

第二次調査区全景（北より）
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第4節　出土遣物（第3～13表／図版1～40）

八幡遺跡からは第一次・第二次調査合わせて数万点の遣物が出土した。最古の遣物としては14～

15世紀代の龍泉窯系青磁鉢が5点出土しているのみで、ほとんどの遣物は16～20世紀代の所産であ

る。陶磁器・瓦類が圧倒的に多く、土器・ガラス製品・金属製品がそれに続く。ただし調査・整理

の段階で明らかに戦後の所産と判断されたものについては、取上げ・計数を行っていない。

近世以前と推定される土坑から出土した陶磁器については、その点数を集計・掲載した（第14・15

表）。集計にあたっては、各種遣物の出土量などを勘案しつつ、以下のような分類基準を設けた。分類

のレベルが必ずしも一定していないが、多量に出土したもの、良好な分類基準の設けられたものに

関しては細分し、また少量でも特に年代的指標となるものについては単独で扱った。

この集計結果は近世における本遺跡の様相について、大まかな傾向を示すには役立つと思われる。

ただし、遺跡の来歴における制約（大規模な削平・造成）・調査区設定上の制約（建物の範囲を除く）・

調査進行上の制約（安全性の確保など）などのため、遺跡全体の様相を正確に反映しているかは不明

とせざるを得ない。また各遣物の細かな年代観についてであるが、宮崎県下における中・近世陶磁器

の編年が確立しておらず、本遺跡の出土状況（一括遣物など）より独自の年代観を導き出すことも困

難という現状では、明確なデータを提示することはできない。しかし帰属時期について何ら触れる

ことがないようでは、今後の検討に益するところもないと考える。

よって生産地（肥前系の有田窯・波佐見窯、薩摩諸窯など）や大消費地（江戸、大阪、鹿児島など）

における成果を援用する形で年代を提示することとする。現段階ではあくまで「参考年代」程度に受け

取っていただけると幸いである。

中国産磁器（第4表／図版1～2　1～11・12？・14？・15・16）

比較的精良な景徳鎮窯系の製品と、粗製の福建・広東系と推定される製品に二分される。福建・広

東系の製品は灰色や褐色がかった胎土に粗放な文様をつけ、また粕が厚くかかり、高台に砂粒が付着

という諸特徴を持つ。いわゆる呉須手と称する一群を含み、樟州窯の製品などを代表とする。

また徳化窯系の型成形による碗が多く出土している。合わせ口で焼成するため口緑部を口禿にする

のが特徴で、色絵（15）と白磁（16）とがある。

国産磁器

ほとんどが肥前系磁器と考えられるが、18世紀後半以降に出現する器種・器形には他地域産の磁器

（薩摩系・日向系などか）が含まれている可能性がある。薩摩系磁器については、近年その特徴が明

らかにされつつあるが、現段階で破片レベルまで分類することは困難と判断され、今回は一括して

扱っている。

初期伊万里碗（第4表／図版2　17～19）

天日形碗（1610～1650年代）や高台無粕碗（1640～1660年代）など、国産磁器の創成期である17世

紀初頭～中頃までの製品が含まれる。
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丸碗（第4・5表／図版2～4・6　20～22・25～32・37・48～50）

全時代を通じて普遍的に存在する器形である。5つのグループに分類した。丸碗1：見込み荒磯文碗

（1650～1690年代：20～22）、丸碗2：17世紀後半～18世紀前半の上手物（25～27）、丸碗3：18世紀

代を中心とする粗製のいわゆる「くらわんか手」（28～32）、丸碗4：青磁染付（18世紀中頃～後半）（37）、

丸碗5：粗製碗のうち、特に厚手で内面見込みに蛇の目柚剥ぎを施すもの。粕剥ぎの部分にアルミナ

を塗布する例もある（18世紀後半～19世紀：48～50）。肥前系波佐見窯の製品が多くを占めると考え
なんきんさらやま

られるが、薩摩苗代川系の磁器である南京皿山窯の製品（50？）などを含む可能性がある（出口2002）。

中丸碗（第4表／図版3　23・24）

京焼の影響を受けて出現したと推定される器形。「薄手半球碗」とも呼称されている（18世紀前半）。

朝顔形碗（第5表／図版4　33～36）

高台脇で屈曲し、そのまま直線的に外方へ開く。基本的に蓋付の碗で、青磁染付・白磁もある（18世

紀中頃～後半）。加治木町弥勤窯跡でも出土しており、薩摩産の製品を含む可能性がある（閲2001）。

筒形碗（第5表／図版5　38～41）

丈の低い円筒形を呈する（18世紀中葉～1810年代）。薩摩産の製品を含む可能性がある（関2001）。

小広東碗（第5表／図版5　42・43）

清朝磁器の影響を受けた器形。本遺跡例では層文・格子文など文様が限られる（1770～1810年代）。

薩摩産の製品を含む可能性がある（出口1998、関2001）。

広東碗（第5表／図版6　44～47）

清朝磁器の影響を受けた器形。基本的に蓋付の碗である（1780～1840年代）。薩摩産の製品を含む

可能性がある。

端反碗（第5表／図版7　51～58）

清朝磁器の影響を受けた器形。基本的に蓋付の碗である（1810～1860年代）。この時期に量産され

た瀬戸・美濃系の製品も少量であるが含まれる（57・58）。弥勤窯跡（関2001）、川内市平佐新窯の調

査でも多数出土しており（前2001）、薩摩産の製品を含む可能性がある。

湯呑碗（第5・6表／図版8　59～62）

「筒丸碗」とも呼ばれる（1820～1860年代）。薩摩産の製品を含む可能性あり（関ほか2001、前2001）。

大皿（第6表／図版8・9　63～66）

口径30cm前後のいわゆる尺皿。本遺跡例においては墨弾き技法の使用が顕著である。
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中皿（第6表／図版9・10　67～69）

口径20cm強の七寸皿。バリ支え痕を残す資料が多く含まれる。見込みに花虫文を付ける芙蓉手の皿

（67）など、17世紀後半代の製品も認められる。

小皿（第6・7表／図版11～13　70～97）
なんがわらかまのつじ

口径15cm前後の五寸皿。7つのグループに分類した。小皿1：初期伊万里から銀彩、南川原窯ノ辻

窯産など17世紀代の製品（70～76）、小皿2：輪花皿（77・78）、小皿3：輪花皿のうち蛇の目凹形高

台（高）のもの（18世紀末～19世紀中葉：79～84）、小皿4：平緑ないし玉縁口縁皿（89・90）、小皿

5：平緑ないし玉緑口縁で蛇の目凹形高台（低）のもの（18世紀中葉～19世紀前葉：85～88）、小皿

6：平縁ないし玉緑口縁で蛇の目凹形高台（高）のもの（18世紀末～19世紀中葉：91・92）、小皿7：

内面見込みに蛇の日和剥ぎを施すもの（93～97）。93・94と95・96はそれぞれ同一モチーフである

が、筆致・蛇の目粕剥ぎの径・高台径などが大きく異なり、産地ごとの特徴を表している可能性がある。

手塩皿（第7表／図版14　98～106）

主として口径10cm以下の小皿が該当する。102は瀬戸・美濃系の木型打込皿である。

鉢（第7表／図版14・15107～112）

資料によっては碗皿類との区別がしづらいが、碗類似の器形の場合は口径に対する高さの比率0．62

以上、同様に皿類似の場合は比率0．33以上であることを一応の基準とする。3つのグループに分類

した。鉢1：型打成形による角鉢。（1780～1860年代：107・108）。鉢2：その他の鉢。玉縁口緑や

輸花、端反の鉢などを含む。青磁染付も認められる（109～112）。鉢3：蓋付鉢。段重なども含む。

蓋の紐には奥斗形を貼り付けたもの、丸いボタン状のものがある。

蕎麦猪口（第7表／図版16113～116）

高台からほとんど膨らまず、直線的に口縁まで立ち上がる器形を呈する。

仏飯器（第7・8表／図版16117～120）

長い脚部を有し、小型の高杯状の器形を呈する。2つのグループに分類した。仏飯器1：腰部で折れ、

大きく外反するもの（117・118）。仏飯器2：体部が丸味を帯びるもの（119・120）。

瓶（第8表／図版17121～125・128）

基本的に液体の貯蔵容器である。4つのグループに分類した。瓶1：胴部の張りが強く、ラッキ

ョウ形（玉壷春形）を呈するもの。口緑部が開くものと玉縁を有するものがある（121・122）。瓶2：胴部

の張りが比較的弱く、頭部の細長いもの（鶴首形）。いわゆる爛徳利（125）も含むものとする。瓶3：瓶

子形を呈するもの。いわゆるお神酒徳利（124・125）。瓶4：仏花瓶。耳付で口縁部が大きく開く（128）。
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花生（第8表／図版17126）

本遺跡例では単純な円筒形を呈するものが多数を占める。

油壷（第8表／図版17127）

聾何泊を入れておくための容器。ただし127については別の器種である可能性もある。

コバルト染付（第8表／図版17129～131）

ドイツ人技師ワグネルがもたらした酸化コバルトの使用により登場する（1870～1900年代）。濃淡

に欠ける群青色を呈するのが特徴で、型紙による給付を多用した。碗・皿・鉢が認められる。

国産陶器

肥前系と薩摩系とに大別される。天草陶石という共通の原材料を用い、地方窯が肥前系製品の器

形・文様を志向した磁器とは異なり、産地ごとの個性が強いため、分類は比較的容易である。

肥前系陶器

17世紀代の碗皿（第8・12・13表／図版18132～139・269～271）

肥前における陶器創成期～発展期の製品で、1594年頃～1610年代の所産とされる胎土日（133・269

～271）・鉄絵をつけた絵唐津（132）、1610～1690年代とされる砂目（136・138）などに代表される。

京焼風（第8表／図版19140～146）

17世紀後半頃に京焼の影響を受けて生産が開始され、18世紀前半頃まで作られる。水漉した精良

な胎土を用い、器壁薄く、シャープに削りだした高台を特徴とする。呉須・鏡絵により楼閣山水文を

措き（140～142）、高台内に刻印を押す例がある（140）。また腰部に屈曲を持つ、いわゆるせんじ碗も

京焼系（京都・信楽系）の流れを汲む器形である（144・145）。

銅緑紬（第8表／図版20147～149）

17世紀末から18世紀代にかけて、嬉野町内野山窯で量産された。比較的精良な胎土を用い、透明

柚とのかけ分けを行っているが、碗は外面、皿は内面に鋼緑粕を施している。皿には見込み蛇の日和

剥ぎを施している。

刷毛目・象蕨（第9表／図版20・21150～154）

暗褐色胎土の上に白泥で装飾を行う。刷毛（筆）で渦巻状・波状の文様を描き出したり（152・153）、

スタンプを押した窪みに白泥を充填して文様を浮かびあがらせたりする（154）。内野山窯のいわゆる

蛍手（151）もこれに含む。特に刷毛目の皿は、17世紀後半から19世紀にかけて広く生産された。
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薩摩系陶器
たての

竪野系（第9・11・12表／図版22・34・35・38155～159、236・239・241・242・261）

藩窯として白薩摩（白物）と称される高級品を焼成した系統の窯である。宇都窯（姶良町）、御里窯（加

治木町）、冷水窯・長田窯・稲荷窯（鹿児島市）などが知られる。白色の精良な胎土を用い、京焼を志向

したと推定される。本遺跡例では碗（155～159）や土瓶（茶家：236・239）などが出土しているが、体
すんころく

部下半に「膚千鳥印」という独特の文様を描かれたものが目立つ。その他にもいわゆる宋胡録写の唾壷

（241：ただし苗代川系の可能性もあり）や、香炉？（261）のような希少な製品がもたらされている。

リゆうもんじ

龍門司系（第9・10・11・12表／図版23～27・34・35162～189、192～196、198・199・232・240）

龍門司窯（加治木町）を中心とする系統。18世紀後半から19世紀にかけて、碗・皿を主力製品として生産

したようである。ただし最近の研究により従来の龍門司系の範噂から外れるタイプが確認され、それら

の資料には18世紀前半代の年代が予測されている（関2002）。18世紀前半代のものを碗・皿1、従来の赤

褐色胎土のものをそれ以外として区分した。碗・皿1：微細な鉄分粒子を含む灰白色の精良な胎土を用

い、高台の削り出しがシャープで、高台内面まで施柚するなど丁寧な作業が行われている（162～168・

181）。碗・皿2：赤褐色胎土で、高台の削り出し粗く、高台内は施粕しない。せんじ碗（179）や折縁皿

（177）などもあり、多様な器形を生産している（169～182）。灯火具：灯明皿（183～186）、灯明受皿（187

～189）、乗燭（192・193）などを含む。灯明皿には胎土日・胡麻目・蛇の目粕剥ぎが見られる。仏飯器：大

型で蛇の日和剥ぎのあるもの（194・196）と小型のもの（195・198・199）とに二分される。また鮫肌手

（182・232）・三彩などの高級品も、少量ではあるが出土しており、232は酒器であると推定される。

げんりゆういん

元立院（西餅田）系（第10表／図版26・27190・197）

元立院窯（姶良町）を中心とする系統。17世紀後半から18世紀前半にかけて稼働したとされる。主

として日常雑器を生産したが、時期によっては茶道具も多く焼いたようである。粗菓は黒柚・褐粕な

どを使用し、胎土は堅徹で手取りが重いという特徴がある。

なえしろがわ

苗代川系（第10～13表／図版27～35・40　200～231、233～235、237・238・244・245・273）

串木野市・東市来町の窯を中心とする系統。主として壷・窯・鉢など大型の製品を作る。本遺跡におい

て器種・数量ともに最も豊富な内容を有する一方で、他の薩摩諸窯と比較して生産地での良好な資料に

恵まれていないという状況に鑑み、細別案を第3表として提示した。共通する諸特徴としては、胎土が粗

く、赤褐色系と黒褐色系の二者が認められること、暗緑色・灰緑色・暗褐色・褐色などの柚薬を用いるこ

とがあげられる（渡辺2000）。

琉球系陶器（第12表／図版35・36　246・247）
あらやち

いわゆる荒焼の瓶・三耳壷が出土している。ともにその形態より19世紀代の製品と推定される。

備前系陶器

無粕の焼締め陶器で、壷・襲・鉢類の破片が出土している。
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器種 特　　　　　　 徴 遺物番号

壷 1
口縁部：外反のち内方に強く折り返し、縁帯を形成する。縁帯の外端部は面取りを施し、上面は平滑なナデに貝目を有する。頸

24 4
部 ：ほぼ直立し、やや長い。 胴部：張りは非常に強く、器壁薄い。内面には同心円状の当て具痕が残る。 底部：未確認。

壷 2

口縁部：内外に張り出し、断面丁字状を呈する。外方への張り出し強く、縁帯を形成する。上面は粕薬を粗く拭き取り、コマ目を有

24 5する。 頚部：壷 1 よりも短い。 胴部：張りは非常に強く、器壁は壷1よりも厚い。肩に環状の耳を有する例がある。 底部：未確

認。 備考：壷 1 よりやや下るが。

璽 1

口縁部：内湾のち外方に強く折り返し、縁帯を形成する。折り返した端部は、丹念に面取りを施す。上面は平滑なナデのち、粕薬を

200・2 01拭き取り、貝目を有する。 頚部：極めて短く、数条の浅い凹線が巡る例がある。 胴部：張りは非常に強く、器壁薄い。肩に断面三

角形の央帯が巡る例がある。内面には同心円状の当て具痕が残る。 底部：内外ともに貝目がみとめられる。

登 2

口綾部：内湾のち外方に強く折り返すが、縁帯を形成せず、先端を頸部に接着する。結果として断面逆 L字 （内側へ折れている）な

202～205
い しT 字状を呈する。上面は平滑なナデのち、粕薬を拭き取り、貝目を有する。粗い刷毛目を施す例もある。 璽賠机まぼ直立し、

外面に数条の浅い凹線が巡る。 胴部：張りはやや強く、器壁は窒 1より厚い。肩に断面三角形の突帯が数条巡る例がある。底部：

未確認。 備考：璽 1よりやや下るか。福昌寺跡における出口浩氏分類の碧D タイプに該当する。

登3

口綾部：外方に折り返し、縁帯を形成する。縁帯の外端部はナデにより浅く凹ませたのち、上下からつまんで波打たせるが、波長

206～208
は不規則である。断面は逆 L字ないしT 字状を呈する。上面は平滑なナデのち、粕薬を拭き取り、貝目を有する。数条の浅い凹線

が巡る例もある。 頚部：日月瞭には存在しない。 胴部：内外面ともに丁寧な横位のナデを施す。外面に櫛状や棒状の工具で文様

を施す例や、内面下半が無粕の例がある。 底部：未確認　 備考：出口氏の璽 B タイプに該当。いわゆる半胴碧。

璽4

口縁部：外方に折り返し、縁帯を形成する。縁帯の外端部は窒 3 に類似するが、波長がほぼ一定で、下端のみ波状を呈する例がみ

209・2 10
とめられる。断面も窒3 と同様。上面は刷毛目を施し、粕薬を粗く拭き取る。目跡は未確認。 頚部：日月瞭には存在しないが、数条

の浅い凹線により、それと意識させる例がある。 胴部：内外面ともにナデ、内面刷毛目・外面ナデ、内外面ともに刷毛目の三者が

・ある。内面が無粕ないし粕が極めて薄い例がある。 底部：未確認　 備考：窒3 と同様だが、やや後出か。

璽5

口縁部：外方に折り返し、縁帯を形成する。縁帯の外端部は面取りの後、2 条の沈緑を巡らせてからつまむ。波長は最も長い。外方

21 1・2 12
への張り出しが弱いが、器壁の倍程度の厚さを有する。断面は璧 3 と同様。上面は刷毛目を施し、粕薬を粗く拭き取る。コマ目を

有する例がある。 頸部：璽4 と同様。 胴部：内外面ともにナデないし刷毛目の二者がある。内面が無粕の例、内面に小突起を有

する例がある。 底部：未確認　 備考：璽3 と同様だが、婆3 ・4 より後出か。

璽6
基本的に璽4 と同形態であるが、縁帯をつままない。縁帯上面にはコマ目？がみとめられる。また胴部外面に粘土塊を貼り付け、

2 13
把手状を呈する例がある。

璽7

口縁部：内外に張り出し、断面丁字状を呈する。上面は刷毛目を施し、粕薬を粗く拭き取る。コマ目？を有する例がある。頚部：ほ

2 14ぼ直立し、外面に数条の浅い凹線が巡る。 胴部：張りはやや強く、器壁厚い。肩に断面三角形の突帯が数条巡る例がある。 底部

：未確認　 備考：出口氏の窒A タイプに該当する。いわゆる甘酒半胴。

璽8

口縁部：内側の張り出しが細く、外側が厚いため、断面三角形状を呈する。縁帯の外端部は面取りの後、2 条の沈線を巡らせる。下

2 15・2 16端のみ波状を呈する例がある。上面は刷毛目を施し、粕薬を粗く拭き取る。 頭割吊まぼ直立か、やや内傾する。 胴部：張りはや

や強く、器壁厚い。 底部：未確認　 備考：窒 7 と同様。

摺鉢 1
口縁部：短く外反し、上面には貝目を有する。 休部：外面は口縁直下に突帯が数条巡る。内面は太目の櫛目を縦位に施し、口縁直

2 17・2 18
下に空白を残す。 底部：未確認。 備考：渡辺芳郎氏の仮称2 型式に該当。

招鉢 2

口縁部：大きく外反し、断面「く」の字状を呈するものもある。上面は平滑なナデのち、粕薬を拭き取り、貝目・コマ目？を有する例

2 19・220がある。 休部：外面は口綾部直下に突帯が数条巡る例、沈線が巡る例、どちらも認められない例などがある。内面は縦位の櫛目

を施し、口縁直下に空白を残す。 底部：未確認。 備考：渡辺氏の仮称 3 型式に該当。

招鉢3
口縁部：断面硝 斗めに倒れたT 字状を呈する。上面は平滑なナデのち、和薬を拭き取り、貝目を有する。 休部：内面は太目の櫛目

2 2 1
を縦位に施し、口縁部直下に空白を残す。 底部：未確認。 備考：渡辺氏の仮称 5 型式に該当。

招鉢4

口縁部：外方に折り返し、断面逆 L 字状を呈する。上面は刷毛目を施し、粕薬を粗く拭き取り、コマ目を有する。口縁下部が丸く垂

222～2 24れる例、内側に巻く例がある。 休部：内面は縦位細目の櫛目を口綾部直下まで施す。 底部：内面は中央より櫛目を放射状にか

き上げる。外面は無和。 備考：渡辺氏の仮称4 型式に該当。

措鉢5

口縁部：外反のち内方に強く折り返すが、縁帯を形成せず、断面は丸味を帯びた T 字状を呈する。上面は和薬を拭き取り、2 条の

2 2 5浅い凹線が巡る例がある。 休部：内外面ともに横位の刷毛目を施す。内面は太目の櫛目を縦位に施す。 底部：内面中央には柏

子状の櫛目を施す例がある。 備考：新しいか？

鉢 1
口縁部：内外に弱く張り出し、断面丁字状を呈する。上面は粕を拭き取り、貝目を有する例がある。 休部：口綾部直下に2 条の浅

2 26い凹線を巡らせる。器高は比較的低い。 底部：外面はかかった和を粗く拭き取る。

鉢 2 摘鉢 2 の櫛目を施さないもの。

鉢 3 摘鉢 3 の櫛目を施さないもの。

鉢4 摘鉢4 の櫛目を施さないもの。器高がきわめて低い例がある。 2 2 7

鉢 5 摘鉢 5 の櫛目を施さないもの。

鉢 6

口縁部：外反のち内方に強く折り返し、縁帯を形成する。外端部は弱い面取りを施し、断面丁字状を呈する。上面は柚を拭き取り、

2 28貝目？を有する例がある。 休部：口綾部直下に数条の浅い凹線を巡らせる。 底部：内外面に貝目．が見られ、外面はかかった粕

を粗く拭き取る。

植木鉢1
口縁部：未確認だが、鉢と同形態か。 休部：外面は横位のヘラケズリ、内面は丁寧な横位のナデ。内外面とも下半は無粕。底

2 29
部：内外面とも無粕で、貝目を有する。内面は同心円状の丁寧なナデが確認できる。穿孔は焼成前。

植木鉢2

土瓶 1

口綾部：未確認だが、鉢と同形態か。 休部：内外面とも横位の粗い刷毛目が施される。粕薬は厚くかかり、底部内面まで垂れる例

23 0

23 1

もある。 底部：外面は一度かけた粕薬を粗く拭き取る。穿孔は焼成前で、植木鉢 1 と比較すると粗い。コマ目と判断される痕跡

を有する例がある。 備考：植木鉢 1より後出か。

注口部：ため口に作る。 胴部：円球形胴部と算盤玉形胴部とがあり、三足を有する。

土瓶 2 注口部：鉄砲口に作る。 23 7

第3表　苗代川系陶器分類基準
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番号 種別・器種 所　　　　　　　　 見

1
磁器 法量：口径（8．8） 底径4．5　器高2．1 残存率‥口縁部～底部2／3　内面：十字花文・圏線　 外面：唐草文・圏線　 生産地：中国
青花皿 景徳鎮窯系　 年代：15世紀後葉～16世紀前半　 出土遺構：一次調査A区ピット　備考：小野分類皿B l群。

2
磁器 法量：口径（9．8）底径（2．2） 器高2．，6　残存率‥口縁部～底部1／2　内面：草花文・圏線　 外面：波涛文帯t芭蕉葉文・圏線
青花皿 生産地：中国景徳鎮窯系　 年代：15世紀後葉～16世紀前半　 出土遺構：一次A区12号士坑 l備考：小野分類皿C群。

3
磁器 法量：口径（17．1）底径（9．8）器高3．7　残存率‥口綾部～底部1／5　内面：丸彫の縞文・圏線など　外面：丸彫の縞文・蓮弁文・圏
青花皿 線など　生産地：中国　年代：16世紀末～17世紀初頭　出土遺構：一次A区14号土坑　 備考：いわゆるツバ皿。粕薬毒味がかる。

4
磁器 法量：底径4．2　残存率：底部完存　 内面：嫡龍文・圏線　 生産地：中国景徳鎮窯系　 年代：17世紀初頭　 出土遺構：一次A区5
青花皿 号土坑　 備考：底部蛇の目高台。高台内は無和。

5
陶器 法量：口径（5．9）底径（3．6） 器高1．4　残存率：口綾部～底部1／4　外面：陽刻の縞文 ‘生産地：中国華南系　 年代：16世紀

易妄翠粕皿 出土遺構：一次A区遺構外　 備考：口綾部稜花。底部外面に刻印。内面の粕薬はほとんど剥落している。いわゆる交址焼。

6
磁器 法量：口径（10．9）底径4．2　器高5．6　残存率：口綾部～底部2／3　内面：圏線など　外面：唐草文・圏線　 生産地：中国福建
青花碗 ・広東系　 年代：17世紀前半　 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：高台畳付に砂付着。

7
磁器 法量：口径（12，4）底径（4．6）器高5．4　残存率‥口綾部～底部1／4　内面：圏線など　生産地：中国福建・広東系　 年代：17
青花碗 世紀前半　 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：粕薬厚くかかる（厚さ1m m 弱）。

‘8
磁器 法量：口径（24 ．4） 残存率：口綾部1／5　内面‥圏線　 外面：草花文？ 生産地：中国福建・広東系？ 年代：17世紀後半？
青花鉢 出土遺構：一次B区遺構外　 備考：粕薬やや厚くかかる（厚さ0．5m m ）。粕薬毒味がかる。

9
磁器 法量：口径（17．1） 底径10．9　器高4．4　残存率‥口綾部～底部1／3　内面：？ 外面：「大日月嘉靖年製」・圏線　 生産地：中国景
吉花皿 徳鎮窯系　年代：17世紀前半　 出土遺構：一次A区19号土坑　 備考：高台畳付砂付着。

10
磁器 法量：口径（9．1）底径（4．0）器高4．6　残存率＝口綾部～底部1／3　外面：牡丹唐草文・圏線など　 内面：文様帯・圏線など
青花碗 生産地：中国福建・広東系？ 年代：19世紀初頭　 出土遺構：二次19号土坑　備考：端反椀。高台内裏銘あり。粕薬青口未がかる。

・11
磁器 法量：底径4．0　残存率：底部完存　 内面：仙芝祝着文・圏線　外面：仙芝祝着文・圏線など　生産地：中国景徳鎮窯系？ 年代：
青花碗 18世紀末～19世紀前半　 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：端反碗。高台内裏銘（変形字）あり。

12
磁器 法量：口径　 底径（3．9）器高（4．8）残存率‥口綾部～底部1／4　外面：文様帯・寿字文・蓮弁文・圏線など　生産地：中国？
青花碗 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：端反碗。高台内裏銘（変形字）あり。

13
磁器 法量：（8．5）底径4．0　器高4．9　残存率：口縁部～底部1／2　外面：花文・蓮弁文・圏線　 生産地：不日月　由土遺構：一次A区
青花碗 43号土坑　 備考：粕薬毒味がかる。

14
磁器 法量：口径（12．1）底径：（5．0）器高：6．1 残存率：口綾部～底部1／3　外面：蝶文・唐草文？・圏線　生産地：中国？ 出土遺
青花碗 構：二次19号土坑　備考：口縁端部の和薬が剥落している。

15
磁器 法量：口径8．2　底径3．3　器高4．3　残存率：ほぼ完存　 外面：花井文・変形字？ 生産地：中国徳化窯系　年代：18世紀末～
色絵碗 19世紀前半　 出土遺構：一次A区8号土坑　 備考：端反碗。型づくり。口縁端部無和（口禿）。

16
磁器 法量：口径8．0　底径3．4　器高4．4　残存率：口細部～底部2／3　生産地：中国徳化窯系　 年代：18世紀末～19世紀前半
白磁碗 出土遺構：一次A区5 号土坑　 備考：端反碗。型づくり。口綾部無粕（口禿）。

17
磁器 残存率：口縁部～休部1／10　外面：蓮弁文・「福寿十丸彫の縞文・圏線　 生産地：肥前　 年代：16 10～1630年代　 出土遺構：
染付碗 一次A区19号土坑　 備考：天日形椀。

18
磁器 法量：口径（7，6）底径（4．7） 器高6．4　残存率：口縁部～底部1／3　外面：唐草文・吉字文・丸彫の縞文・圏線　 生産地：肥前
染付碗 年代：1630 ～1650年代　 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：口紅装飾。

19
磁器 法量：底径（4．3）残存率：底部1／2　内面：窓絵文・圏線　 生産地：肥前　 年代：1640～1650年代　 出土遺構：一次A区5号
染付碗 土坑　 備考：高台無粕椀。

20
磁器 法量：底径（5．7） 残存率：底部1／2　内面：荒磯文・圏線　 外面：圏線など　生産地：肥前　 年代：1650～1690年代　 出土遺
染付碗 構：二次19号士坑　 備考：見込み荒磯文碗。高台畳付砂付着。

2 1
磁器 法量：底径（5．3） 残存率：底部1／3　内面＝荒磯文・圏線　 外面：圏線など　生産地：肥前　年代：1650～1690年代　 出土遺構：
染付碗 一次A区遺構外　 備考：見込み荒磯文碗。高台畳付砂付着。

22
磁器 法量：底径4．5　残存率：底部完存　 内面：荒磯文・圏線　 外面：圏線など　生産地：肥前？ 年代：1650～1690年代？ 出土
染付碗 遺構：一次A区5号土坑　 備考：見込み荒磯文碗。筆致粗放。高台畳付砂付着。

23
磁器 法量：口径（8．8）底径（3．7） 器高4．3　残存率‥口綾部～底部1／2　外面：草花文　 生産地：肥前　 年代：17 10～1750年代
染付碗 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：中丸碗（薄手半球碗）。

24
磁器 法量：口径（11．5）底径4．0　器高5．5　残存率：口縁部～底部1／3　外面：折枝梅文　生産地：肥前　年代：17 10～1750年代
染付碗 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：中丸碗（薄手半球碗）。

25
磁器 法量：口径（10 ．0）底径3．8　残存率：口綾部～底部2／3　器高2．8　外面：竹文・圏線　 内面：笹文？・四方裡文・圏線　生産地：
染付碗蓋 肥前　 年代：18世紀前半　 出土遺構：一次A区9号土坑　 備考：高台内裏銘あり（二重方形枠内「渦福」）。26とセット。

26
磁器 法量：口径（10．7）底径4．2　器高6．2　残存率：口縁部～底部 1／3　外面：竹文・圏線　 内面：笹文？・四方裡文・圏線　 生産
染付碗 地：肥前 年代：18世紀前半　 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考‥高台内裏銘あり（二重方形枠内「渦福」）。25とセット

27
磁器 法量：口径（9．7）底径4．1 器高5．6　残存率：口縁部～底部1／3　外面：松竹梅文・圏線　 生産地：肥前　年代：18世紀前半
染付碗 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：高台内裏銘あり（二重方形枠内「渦福」）。

28
磁器 法量：口径（10．7） 底径4．0　器高：5．8　残存率：口縁部～底部1／3　外面：草花文：圏線　 生産地：肥前　 年代：18世紀後半
染付碗 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：高台内裏銘あり（方形枠内に崩れた「福」？）。

2 9
磁器 法量：底径（4，4） 残存率：底部完存　 外面：草花文・圏線　 生産地：肥前　 年代：18世紀後半　 出土遺構：一次A区5号土坑
染付碗 備考：くらわんか手。高台内裏銘あり（崩れた「大日月年製」）。

第4表　出土遺物観察表（1）
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30
磁器 法量：底径4．0　残存率：底部完存　 外面：二重網目文　 内面：見込み蛇の目粕剥ぎ　生産地：不日月　年代：18世紀後半　 出土
染付碗 遺構：一次A区5号土坑　 備考：くらわんか手。

3 1
磁器 法量：口径（9．8）底径3．9　器高5．2　残存率：口縁部～底部1／4　外面：二重網目文　 生産地：不日月　年代：18世紀後半
染付碗 出土遺構：一次A区8号土坑　 備考：くらわんか手。高台畳付砂付着。

3 2
磁器 法量：底径（4．5）残存率：底部3／4　外面：宝文・圏線　 生産地：不日月　年代：18世紀後半　 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：
染付碗 くらわんか手。

33
磁器 法量：口径（8．8） 底径（3．1） 器高：2．8　残存率：口縁部～底部2／3　内面：文様帯・草花文？・圏線　 外面：草花文・圏線
染付碗蓋 生産地：肥前　 年代：18世紀後半　 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：朝顔形椀。高台内裏銘あり「言責長春」。34 とセット。

34
磁器 法量：口径（10 ．8）底径4．3　器高（6．8） 残存率：口綾部～底部1／2　内面：文様帯・草花文？圏線　 外面：草花文・圏線
染付碗 生産地：肥前　 年代：18世紀後半　 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：朝顔形椀。高台内裏銘あり「冨責長春」。33とセット。

35
磁器 法量：口径（10 ．0）底径4．1 器高：2．7　残存率：口綾部～底部2／3　内面：四方裡文・五弁花・圏線　 外面：青磁粕　 生産地：
染付碗蓋 肥前　 年代：18世紀後半　 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：青磁染付。朝顔形碗。

36
磁器 法量：口径（11．6） 底径：4．3　器高：7．2　残存率：口綾部～底部1／2　内面：四方裡文・コンニャク印判五弁花・圏線　 外面：
染付碗 青磁粕　 生産地：肥前　 年代：18世紀後半　 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：青磁染付。朝顔形碗。高台畳付砂付着。

37
磁器 法量：底径（3．5） 残存率：底部1／2　内面：五弁花・圏線　 外面：青磁粕　 生産地：肥前　 年代：18世紀後半　 出土遺構：二次
染付碗 3号土坑　 備考：青磁染付。高台内裏銘あり（二重方形枠内に崩れた「福」）。高台畳付砂付着。

3 8
磁器 法量：口径（7．5）底径4．1 器高6．7　残存率：口綾部～底部1／2　内面：圏線　 外面：雪持笹文・折れ松葉文・圏線　 生産地：
染付碗 肥前　 年代：18世紀後半　 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：簡形椀。

39
磁器 法皇：口径7．0　底径3．7　器高5．5　残存率：完形　 内面：変形字？周線　 外面：雪持笹文・折れ松葉文・圏線　 生産地：不日月
染付碗 年代：18世紀後半　 出土遺構：二次19 号土坑　 備考：簡形碗。

40
磁器 法量：口径（7．2） 底径3．7　器高6．1 残存率：口綾部～底部1／2　内面：コンニャク印判五弁花・園線　 外面：菊花文・圏線
染付碗 生産地：不日月　年代：18世紀後半　 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：筒形椀。

4 1
磁器 法量：口径7．3　底径3．4　器高5．6　残存率：ほぼ完形　 内面：コンニャク印判五弁花・圏線　 外面：菊花文・圏線など　生産
染付碗 地：不日月　年代：18世紀後半　 出土遺構：一次A区5号土坑　備考：簡形碗。

4 2
磁器 法量：口径9．2　底径3．3　器高5．2　残存率：口縁部～底部2／3　内面：昆虫文・圏線　 外面：相子文・圏線　 生産地：不日月　年
染付碗 代：1770～18 10年代　 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：小広東椀。

4 3
磁器 法量：口径（9．8） 底径3．8　器高5．7　残存率：口綾部～底部1／2　内面：昆虫文・圏線　 外面：暦文　 生産地：不日月　年代：
染付碗 1770～18 10年代　 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：小広東碗。

4 4
磁器 法量：口径9．6　底径4．3　器高5．8　残存率：口縁部～底部2／3　外面：捻り文　 生産地：不日月　年代：1780～1840年代
染付碗蓋 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：広東椀。

4 5
磁器 法量：口径11．6　底径6．3　器高5．7　残存率：口綾部～底部2／3　内面：圏線など　外面：花井文？・圏線　 生産地：不日月　年
染付碗 代：1780～1840年代　 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：広東椀。高台畳何秒付着。

4 6
磁器 法量：口径（1上2）一　底径6．0　器高6．6　残存率：口縁部～底部1／2　内面：圏線　 外面：鳥文・圏線など　生産地：不日月　年代：
染付碗 1780～1840年代　 出土遺構：二次3号土坑　 備考：広東碗。4 7とセット。

4 7
磁器 法量：底径5．1 残存率：底部完存　 内面：圏線・岩波文　 外面：鳥文・圏線など　生産地：不日月　年代：1780 ～1840年代　 出土
染付碗 遺構：一次A区5号土坑　備考：広東碗。46とセット。

4 8
磁器 法量：口径（1上7）底径4．5　器高5．4　残存率：□綾部～底部2／3　内面：コンニャク印判五弁花・圏線・見込み蛇の目和剥
染付碗 ぎ 外面：丸文・圏線　 生産地：不日月　年代：19世紀　 出土遺構：一次A区5号土坑

4 9
磁器 法量：口径11．3　底径4．6　器高5．2　残存率：ほぼ完形　 内面：見込み蛇の目粕剥ぎ　外面：笹文・松葉文　 生産地：不日月　年
染付碗 代：19世紀　 出土遺構：一次B区遺構外　 備考：粕剥ぎ部分に酸化アルミナ塗布。

50
磁器 法量：口径（11．1）底径4．0　器高5．1 残存率：口縁部～底部1／2　内面：見込み蛇の目粕剥ぎ　外面：帆掛船文　 生産地：
染付碗 薩摩？ 年代：19世紀　 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：粕剥ぎ部分に酸化アルミナ塗布。

5 1
磁器 法量：口径9．9　底径3．6　器高5．5　残存率：ほぼ完形　 内面：文様帯・岩波文・圏線　 外面：梅樹文？・文様帯・圏線　 生産地：
染付碗 不日月　年代：18 1 0～1860年代　 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：端反碗。52とセット。

5 2
磁器 法量：口径（8．8）底径3．5　器高2．9　残存率：口縁部～底部2／3　内面：文様帯・岩波文・圏線　 外面：梅樹文？・文様帯・圏線

染付碗 生産地：不日月　年代：18 10～1860年代　 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：端反碗。5 1とセット。

5 3
磁器 法量：口径10．3　底径3．4　器高5．8　残存率：ほぼ完形　 内面：需文帯・崩れた松竹梅文？・圏線　 外面：草花文？・圏線　 生
染付碗蓋 産地：不日月　年代：18 10～1860年代　 出土遺構：一次A区5号・8号土坑　 備考：端反碗。54 とセット。

54
磁器 法量：口径（9．0）底径3．0　器高2．8　残存率：口綾部～底部1／2　内面：需文帯・崩れた松竹梅文？・圏線　 外面：草花文？・
染付碗 圏線　 生産地：不日月　年代：18 10～1860年代　 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：端反碗。53 とセット。

5 5
磁器 法量：口径10 ．6　底径4．0　器高5．8　残存率：ほぼ完形　 内面：変形字・圏線　 外面：草花文？周線　 生産地：薩摩　 年代：
染付碗蓋 19世紀中頃　 出土遺構：一次A区5号・8号士坑　備考：端反椀。平佐系。

5 6
磁器 法量：口径9．6　底径4．2　器高5．6　残存率：口綾部～底部2／3　内面：四方裡文・岩波文・圏線　 外面：四方裡文・唐草文・蓮
染付碗 弁文・圏線　 生産地：薩摩　 年代：19世紀中頃　 出土遺構：一次A区8号土坑　 備考：端反碗。平佐系。

5 7
磁器 法量：口径7．8　底径3．1 器高4．2　残存率：口癖部～底部3／4　内面：？ 外面：梵字文　 生産地：瀬戸・美濃　 年代：19世紀
染付碗 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：端反碗。口紅装飾。

58
磁器 法量：口径（7．5） 底径2．8　器高3．0　残存率：口綾部～底部1／2　内面：仙芝祝寿文　 外面：仙芝祝着文　 生産地：瀬戸・美濃
染付碗 年代：19世紀　 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：端反椀。蛇の目高台。口紅装飾（呉須による）。

59
磁器 法量：口径（8．6）底径3．3　器高5．6　残存率：口綾部～底部1／2　内面：昆虫文・圏線　 外面：矢羽根文・蓮弁文・圏線　 生産
染付碗 地：肥前　 年代：1820～186 0年代　 出土遺構：一次A区5号土坑　備考：湯呑碗（腰の張った丸碗）。
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60
磁器 法量：口径7．6　底径：3．8　器高4．3　残存率：口綾部～底部2／3　外面：二重格子文・圏線　 生産地：肥前　 年代：不日月　出土
染付碗 遺構：一次A区5号土坑　 備考：蓋付椀。口縁端部無粕。

6 1
磁器 法量：口径8．6　底径5．1 器高7．8　残存率：ほぼ完形　 内面：圏線・山水文　 外面：圏線・鳥文など　 生産地：不日月　年代：
染付碗 18 20～1860年代　 出土遺構：一次A区8号土坑　 備考：湯呑碗。高台内裏銘あり（方形枠に変形字）。

62
磁器 法量：口径7．2　底径3．3　器高5．9　残存率‥口縁部～底部3／4　外面：圏線など　生産地：不日月　年代：1820～1860年代
染付碗 出土遺構：二次3号土坑　 備考：湯呑碗。高台畳付砂付着。

63
磁器 法量：口径（29 ．1） 底径17．5　器高4．3　残存率：口綾部～底部1／3　内面：山水文？ 生産地：肥前　 年代：19世紀？ 出土
染付皿 遺構：一次A区8号土坑　 備考：口紅装飾。墨弾き技法。高台内にパリ支え痕×1あり。

64
磁器 法量：口径（3 1．4）残存率：口綾部1／3　内面：雲文など　生産地：肥前　年代：19世紀？ 出土遺構：一次A区5号土坑　備考：
染付皿 輪花。墨弾き技法。

65
磁器 法量：口径（29 ．8）残存率：口縁部1／4　内面：雲文など　生産地：肥前　 年代：19世紀？ 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：
染付皿 輪花。墨弾き技法。

66
磁器 法量：底径（18 ．8） 残存率：底部1／4　内面：牡丹文・圏線など　外面：圏線　 生産地：肥前　年代：18世紀　 出土遺構：一次A区
染付皿 5号土坑　 備考：高台内にパリ支え痕×3 以上あり。

67
磁器 法量：口径20．4　底径10．6　器高3．9　残存率：完形　内面：花虫文・草花文・宝文など　外面：圏線など　生産地：肥前　 年代：
染付皿 1660 ～1690年代　 出土遺構：二次25号土坑　 備考：芙蓉手。輪花。高台内にパリ支え痕×1あり。

68
磁器 法量：口径（20 ．8）底径13．1 器高3．5　残存率：口綾部～底部2／3　内面：虫肖唐草文・圏線・花唐草文　 外面：唐草文周線
染付皿 生産地：肥前　 年代：18世紀　 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：輪花。高台内裏銘あり（二重方形枠「渦福」）パリ支え痕×1。

69
磁器 法量：口径2 上6　底径11．4　器高4．0　残存率：口綾部～底部4／5　内面：扇文・花井文・圏線など　外面：唐草文・圏線
染付皿 生産地：不日月　年代：18世紀　 出土遺構：一次B区遺構外　 備考：高台内にパリ支え痕×1あり。

70
磁器 法量：口径（14 ．0） 底径（6．0） 器高3．1 残存率：口綾部～底部1／4　内面：草花文？・圏線など　 生産地：肥前　 年代：
染付皿 1630～1650年代？　出土遺構：一次A区14 号土坑　 備考：初期伊万里。和薬生掛け。

7 1
磁器 法量：底径（5．7）残存率：底部1／2 内面：草花文午圏線など 生産地：肥前 年代：164 0～1670年代 出土遺構：二次道路状
染付皿 遺構　 備考：初期伊万里。和薬生掛け。

72
磁器 法量：口径（13 ．の　 底径（6．1）器高3．3　残存率：口綾部～底部1舟　 内面：圏線など　生産地：肥前　 年代：1650～1670年代
染付皿 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：初期伊万里。粕薬生掛け。

73
磁器 法量：底径6．6　残存率：底部1／2　内面：草花文　 生産地：肥前　 年代：1650～1670年代　 出土遺構：一次A区5号土坑
瑠璃粕皿 備考：銀焼付け。

74
磁器 法量：口径（13 ．7）底径（8．8） 器高3．0　残存率：口綾部～底部1／5　内面：草花文？・圏線など　 外面：圏線　 生産地：肥前
染付皿 年代：17世紀後半　 出土遺構：一次A区14号土坑　 備考：高台内裏銘あり（詳細不日月）。

75
磁器 法量：口径（14 ．1）底径（7．5） 器高2．9　残存率：口縁部～底部1／4　内面：牡丹文・圏線など　外面：圏線　 生産地：肥前
染付皿 年代：17世紀後半　 出土遺構：一次A区14号土坑　 備考：口紅装飾（呉須による）。高台内裏銘あり「吉」。

76
磁器 法量：口径（12．4）底径（8．4） 器高4．1 残存率：口縁部～底部1／3　生産地：肥前　 年代：1680～1700年代　 出土遺構：
白磁皿 一次A区5号土坑　 備考：型打成形。南川原窯ノ辻窯の製品か？

77
磁器 法量：口径（14 ．2）底径8．2　器高4．6　残存率：底部完存　内面：唐草文・松竹梅文周線　外面：花唐草文・圏線　生産地：肥前
染付皿 年代：18世紀？ 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：輪花。高台内裏銘あり「太目日成化年製」。

78
磁器 法量：口径12．8　底径7．8　器高4．6　残存率：口綾部～底部2／3　内面：コンニャク印判五弁花・草花文・圏線　 外面：唐草文・

染付皿 圏線　生産地：肥前　年代：18世紀後半　出土遺構：一次A区14号土坑 備考：輪花。口紅装飾。高台内裏銘あり（崩れた「大日月年製」）。

79
磁器 法量：口径13 ．6　底径8．2　器高4．4　残存率：ほぼ完形　 内面：花文・菱形文　外面：？ 生産地：肥前　 年代：18世紀末～19

染付皿 世紀中葉　 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：輪花。墨弾き技法。底部蛇の目凹型高台（高）。

80
磁器 法量：口径13 ．8　底径8，6　器高3．7　残存率：口縁部～底部1／2　内面：芙蓉手草花文・圏線など　外面：唐草文・圏線　 生産

染付皿 地：肥前　 年代：18世紀後半　 出土遺構：一次A区14号土坑　 備考：輪花。底部蛇の目凹型高台（高）。

8 1
磁器 法量：口径12．6　底径7．4　器高3，1 残存率：ほぼ完形　 内面：草花文？ 生産地：肥前　 年代：18世紀末～19世紀中葉

染付皿 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：輪花。口紅装飾（呉須による）。底部蛇の目凹型高台（高）。

8 2
磁器 法量：口径（13．0）底径7．5　器高3．1 残存率：口綾部～底部2／3　内面：楼閣山水文　 生産地：肥前　 年代：18世紀末～19

染付皿 世紀中葉　 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：輪花。口紅装飾。底部蛇の目凹型高台（高）。

8 3
磁器 法量：口径（12．8） 底径7．4　器高3．1 残存率：底部完存　 内面：草花文・蝶文　 生産地：肥前　 年代：18世紀末～19世紀

染付皿 中葉　 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：輪花。底部蛇の目凹型高台（高）。

8 4
磁器 法量：口径（13 ．0）底径6．9　器高3．6　残存率：口縁部～底部2／3　内面：草紙文・扇文　 生産地：不日月　年代：19世紀？

染付皿 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：輪花。内面に足付ハマ痕。底部蛇の目凹型高台（高）。

8 5
磁器 法量：口径14．7　底径9．8　器高4．1 残存率：口綾部～底部1／2　内面：楼閣山水文・圏線　 外面：唐草文周線　 生産地：不日月

染付皿 年代：18世紀中葉～19世紀前葉　 出土遺構：一次A区7 号土坑　 備考：玉縁口縁。蛇の目凹型高台（低）。

8 6
磁器 法量：口径（14 ．0）底径7．7　器高3．3　残存率：底部完存　 内面：笹文？・圏線　 外面：圏線など　生産地：不日月　年代：18世
染付皿 紀中葉～19世紀前葉　 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：蛇の目凹型高台（低）。

8 7
磁器 法量：口径（11．2）底径（7．2）器高2．9　残存率：口綾部～底部1／2　内面：二重格子文・圏線　 生産地：肥前　年代：1820～

染付皿 1860年代　 出土遺構：二次19号±坑　 備考：玉縁口縁。内面蛇の目和剥ぎ。蛇の目凹型高台（低）。

8 8
磁器 法量：底径9．0　残存率：底部1／2　内面：草花文？・圏線　 外面：圏線など　 生産地：肥前　 年代：18世紀中葉～19世紀前葉

染付皿 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：蛇の目凹型高台（低）。高台内裏銘あり「富貴長春」。

8 9
磁器 法量：口径（14．2）底径8．3　器高3．5　残存率‥口綾部～底部2／3　内面：雪輪草花文・圏線など　外面：圏線　 生産地：肥前

染付皿 年代：18世紀後半　 出土遺構：一次A区5号土坑
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9 0
磁器 法量：口径（13 ．8）底径（7．7）器高3．1 残存率：口綾部～底部1／3　内面：雪輪草花文・コンニャク印判五弁花　 外面：圏線
染付皿 など　生産地：肥前　 年代：18世紀後半　 出土遺構：一次A区5号土坑

9 1
磁器 法量：口径14 ．4　底径9．6　器高4．5　残存率：ほぼ完形　 内面：牡丹文・手描き五弁花・圏線　 外面：唐草文・圏線　 生産地：
染付皿 肥前　 年代：18世紀末～19世紀中葉　 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：蛇の目凹型高台（高）。

9 2
磁器 法量：口径（12．0）底径8．0　器高3．1 残存率：口縁部～底部1／2　内面：波涛文？・圏線など　 外面：唐草文・圏線　 生産地：
染付皿 肥前　 年代：18世紀末～19世紀中葉　 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：蛇の目凹型高台（高）。

93
磁器 法量：口径（14．0）底径（7．8）器高2．9　残存率：口綾部～底部1／2　内面：見込み蛇の目粕剥ぎ・花唐草文・コンニャク印判
染付皿 五弁花・圏線　 生産地：肥前　 年代：18世紀代？　出土遺構：二次ピット

94
磁器 法量：口径（13 ．8） 底径5．4　器高4．0　残存率：口綾部～底部1／3　内面：見込み蛇の日和剥ぎ・花唐草文・コンニャク印判
染付皿 五弁花・圏線　 生産地：不日月　年代：18世紀後半？　出土遺構：一次A区5号土坑

95
磁器 法量：口径（12．4）底径（3．2）器高3．7　残存率：口綾部～底部2／1 内面：見込み蛇の目粕剥ぎ・二重斜相子文・圏線　 生産

染付皿 地：肥前　 年代：19世紀代？ 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：粕剥ぎ部分に酸化アルミナ塗布。

96
磁器 法量：口径（12．0） 底径3．9　器高3．4　残存率：底部完存　 内面：見込み蛇の目和剥ぎ・二重斜格子文・圏線　 生産地：不日月
染付皿 年代：19世紀代？　出土遺構：一次A区5号士坑　 備考：粕剥ぎ部分に酸化アルミナ塗布。

97
磁器 法量：口径（13 ．4）底径5．6　器高3．6　残存率：口綾部～底部2／3　内面：見込み蛇の目粕剥ぎ・笹文　 生産地：不日月　年代：
染付皿 19世紀代？ 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：粕剥ぎ部分に酸化アルミナ塗布。

98
磁器 法量：口径（10．2）底径6．3　器高2．7　残存率：口綾部～底部1／2　内面：花唐草文・圏線　 外面：花唐草文・圏線　 生産地：肥
染付皿 前　 年代：1．8世紀前半　 出土遺構：二次19号土坑　 備考：輪花。

99
磁器 法量：口径9．8　底径4．7　器高2．8　残存率：ほぼ完形　 内面：草花文？ 生産地：肥前　 年代：19世紀前半？ 出土遺構：－

染付皿 次A区5号土坑 備考：輪花。

100
磁器 法量：口径10．3　底径5．8　器高2．7 ．残存率：口綾部～底部1／2　内面：？ 外面：宝文　生産地：肥前　年代：19世紀前半？
染付皿 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：輪花。墨弾き技法。

101
磁器 法量：口径（10 ．8）底径（6．2）器高2．8　残存率：口綾部～底部1／4　内面：陽刻の草花文など　生産地：肥前　年代：18世紀
染付皿 代？ 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：型打成形。輪花。口紅装飾。墨弾き技法。

102
磁器 法量：口径10．0　底径5．8　器高2．6　残存率：口綾部～底部5／4　内面：花文1斜格子文　生産地：肥前　年代：19世紀前半？
染付皿 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：輪花。口紅装飾。墨弾き技法。

103
磁器 法量：口径10 ．4　底径6．0　器高2．4　残存率：口綾部～底部2／3　内面：楼閣山水文周線　 外面：折松葉文・圏線　 生産地：
染付皿 肥前　 出土遺構：一次A区5号土坑

104
磁器 法量：口径（9．7） 底径（6．4）器高2．4　残存率：口綾部～底部1／2　内面：圏線など　外面：圏線など　生産地：肥前　 出土

染付皿 遺構：一次A 区5号土坑

105
磁器 法量：口径5．6　底径3．1 器高1．1 残存率：口縁部～底部3／4　内面：山水文　 生産地：肥前　 出土遺構：一次A区遺構外
染付皿 備考：口径最も小さい。

106
磁器 法量：口径（9．0）底径（5．5）器高2．3　残存率：口綾部～底部1／2　内面：陰刻の寿字文　 生産地：瀬戸美濃　 年代：19世紀

白磁皿 後半　 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：木型打ち込み。

107
磁器 法量：口径17．4　底径9．0　器高8．5　残存率：口綾部～底部2／3　内面：草花文・蝶文など　外面：草花文・蝶文など　生産地：

染付鉢 肥前　 年代：1780～ 1860年代　 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：ハ角鉢。

108
磁器 法量：口径（10 ．0） 底径（5．0）器高5．8　残存率：口縁部～底部1／3　内面：？ 外面：山水文　生産地：肥前　 年代：1780～

染付鉢 1860年代　 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：ハ角鉢。

109
磁器 法量：口径20．4　底径12 ．2　器高6．7　残存率：口綾部～底部2／3　内面：楼閣山水文など　外面：？ 生産地：肥前　 出土遺

染付鉢 構：一次A区5号土坑　 備考：輪花。

110
磁器 法量：口径（15 ．4） 底径9．2　器高4．6　残存率：口綾部～底部1／2　内面：唐草文・手描き五弁花1圏線　 外面：唐草文・圏線

染付鉢 生産地：肥前　 出土遺構：一次A区5号士坑　 備考：輪花。

111
磁器 法量：口径14 ．6　底径8．8　器高6．4　残存率：ほぼ完形　 内面：四方裡文・圏線など　 外面：青磁粕　 生産地：肥前　 年代：

染付鉢 18世紀後半　 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：底部蛇の目凹型高台（低）。高台内裏銘あり（二重方形枠内「渦福」）。

112
磁器 法量：底径6．1 残存率：底部完存　 内面：圏線など　外面：圏線など　 生産地：肥前　 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：高

染付鉢 台内裏銘あり（二重方形枠内に「？」）。

113
磁器 法量：口径7．4　底径4．6　器高5．4　残存率：口綾部～底部2／3　外面：四方裡文・松竹梅文・圏線　 生産地：肥前　 年代：18
染付猪口 世紀後半　 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：蕎麦猪口。高台内裏銘あり（二重方形枠内「渦福」）。

114
磁器 法量：口径（6．4）底径5．6　器高5．1 残存率：口綾部～底部1／2　外面：松竹梅文・圏線　 生産地：肥前　 年代：18世紀後半
染付猪口 出土遺構：一次A区5号土坑　備考：蕎麦猪口。

115
磁器 法量：口径7．2　底径5．0　器高6．7　残存率：口綾部～底部1／2　外面：圏線など　 生産地：肥前　 年代：18世紀後半　 出土
染付猪口 遺構：二次19号土坑　 備考：蕎麦猪口。

116
磁器 法量：口径6．6　底径4．8　器高4．8　残存率：口綾部～底部1／2　外面：草花文・圏線　 生産地：肥前？ 年代：18世紀後半　出土
染付猪口 遺構：一次A区5号土坑　 備考：蕎麦猪口。

117
磁器 法量：口径（8．0） 底径4．4　器高6．8　残存率：口綾部～底部1／3　外面：瑠璃文・圏線　 生産地：肥前？ 出土遺構：一次A区

染付仏飯器 5号土坑　 備考：腰部で折れ外反。

118
磁器 法量：口径（7．1） 底径4．0　器高5．4　残存率：口綾部～底部1／3　外面：唐草文・圏線　 生産地：肥前？ 出土遺構：一次A区
染付仏飯器 5号土坑　 備考：腰部で折れ外反。

119
磁器
染付仏飯器 法量：口径（6．6）底径3．4　器高5．7　残存率：口綾部～底部1／3　外面：草花文　 生産地：肥前　 出土遺構：一次A区5号土坑
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120
磁器
白磁仏飯器 法量：口径5．3　底径3．6　器高4．5　残存率：ほぼ完形　 生産地：肥前　 出土遺構：一次A区5号土坑

121
磁器
染付瓶 法量：底径9．2　残存率：頸部～底部1／2　外面：牡丹文・圏線など　 生産地：肥前　 出土遺構：一次A区3号・5号土坑

122
磁器 法量：底径8．0　残存率：胴部～底部1／2　外面：草花文？・圏線など　生産地：不日月　出土遺構：一次A区5号±坑　 備考：絵付
染付瓶 後に白泥で刷毛目を施す。

123
磁器 法量：口径2．7　残存率：口綾部～胴部1／2　外面：山水文・圏線など　 生産地：肥前　 出土遺構：一次A区5号土坑・二次3号土
染付瓶 坑　 備考：爛徳利。

124
磁器 法量：口径1．8　底径3．9　器高（10 ．8）残存率：口綾部～底部2／3　生産地：肥前　 年代：18世紀後半～19世紀前半　 出土
瑠璃粕瓶 遺構：一次A区8号土坑　 備考：御神酒徳利。

125
磁器 法量：底径4．4　残存率：胴部～底部1／2　外面：松竹梅文？・圏線　 生産地：肥前　 年代：18世紀後半～19世紀前半　 出土
色絵瓶 遺構：一次A区5号土坑　 備考：御神酒徳利。

126
磁器 法量：口径（9．5）底径8．6　器高15．9　残存率：口綾部～底部1／3　外面：松文？ 生産地：肥前　 出土遺構：一次A区5号土
染付花生 坑　 備考：背面が平坦。壁に掛けて用いたか。

127
磁器
油壷？

法量：底径5．0　残存率：胴部～底部1／2　外面：雲竜文・圏線など　生産地：肥前　 出土遺構：一次A区8号土坑

128
磁器 法量：口径（8．4）残存率：口綾部～胴部1／4　外面：帆掛船文？など　生産地：不日月　出土遺構：一次A 区5号±坑　 備考：仏
染付瓶 花瓶。

129
磁器 法量：口径9．3　底径3．7　器高5．5　残存率：口綾部～底部4／5　内面：需文帯・崩れた松竹梅文？・圏線　 外面：牡丹文・圏線
染付碗 生産地：不日月　年代：1870～1900年代　 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：コバルト染付。型紙摺り。

130
磁器 法量：口径12 ．9　底径8．5　器高3．3　残存率：ほぼ完形　 内面：松竹梅文・桧垣文など　外面：唐草文・圏緑　 生産地：不日月
染付皿 年代：18 70～1900年代　 出土遺構：二次道路状遺構　 備考：コバルト染付。型紙摺り。

131
磁器 法量：口径（16．0）底径（10．0）器高6．5　残存率：口縁部～底部1／3　内面：牡丹文など　外面：牡丹文・圏線　 生産地：不日月
染付鉢 年代：18 70 ～1900年代　 出土遺構：一次A区19号土坑　 備考：コバルト染付。型紙摺り。

132
陶器 法量：底径4．0　残存率：底部完存　 内面：？ 生産地：肥前　 年代：1594 ～16 10年代　 出土遺構：二次道路状遺構　 備考：
鉄絵皿 灰粕。絵唐津。高台内兜巾あり。

133
陶器 法量：底径（3．8） 残存率：底部1／2　生産地：肥前　 年代：1594～1610年代　 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：灰粕。内面

皿 見込みに胎土日×2以上あり。

134
陶器 法量：底径（5．0） 残存率：底部完存　 生産地：肥前　 年代：1594 ～16 10年代　 出土遺構：一次A区8号土坑　 備考：灰和。高

皿 台内兜巾あり。

135
陶器 法量：底径（5．0）残存率：底部1／2　生産地：肥前　年代：1594 ～16 10年代　 出土遺構：一次A区5号土坑　備考：灰粕。高台
碗 内兜巾あり。

136
陶器 法量：底径4．4　残存率：底部完存　 生産地：肥前　 年代：16 10～1690年代　 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：灰粕。内面

皿 見込みに砂目×3あり。

137
陶器 法量：口径（10 ．1）底径（4．6） 器高7．7　残存率：口綾部～底部1／3　生産地：肥前　 年代：16 10～1650年代　 出土遺構：
碗 一次A区5号±坑　 備考：天日碗形。透日月粕。高台内兜巾あり。

138
陶器 法量：底径（4．1）残存率：底部完存　 生産地：肥前　 年代：16 10 ～1650年代　 出土遺構：一次A区5号土坑・二次3号士坑
碗 備考：透日月粕。高台内兜巾あり。高台畳付に砂目付着。

139
陶器
碗
法量：底径（5．3）残存率：底部完存　 生産地＝肥前　 年代：1650～1690年代　 出土遺構：一次A区遺構外　備考：透日月和。

140
陶器 法量：底径4．9　残存率：底部2／3　内面：山水文　 生産地：肥前　 年代：1650 ～1690年代　 出土遺構：一次A区5号土坑　 備

皿 考：透日月和。京焼風陶器。高台内刻印あり「清水」。

141
陶器 法量：底径4．0　残存率：底部完存　 内面：山水文　 生産地：肥前　 年代：18世紀前半？ 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：
皿 透日月粕。京焼風陶器。文様は著しく崩れる。

142
陶器 法量：底径（4．7） 残存率：底部1／4　外面：山水文　 生産地：肥前　 年代：1650～1690年代　 出土遺構：一次A区5号土坑
碗 備考：透日月和。京焼風陶器。

143
陶器 法量：底径3．3　残存率：底部完存　 生産地：肥前　 年代：1650～1690年代　 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：透日月和。京
皿 焼風陶器。

144
陶器 法量：口径9．3　底径（3，9）器高4．8　残存率：口綾部～底部4／5　外面：斜相子文　生産地：肥前　出土遺構：一次A区5号土坑
碗 備考：せんじ碗。透日月粕。内面見込みに目跡×2以上あり。

145
陶器 法量：口径（9．2） 底径3．5　器高5．5　残存率：口綾部～底部1／2　外面：笹文　 生産地：肥前　 出土遺構：一次A 区5号土坑
碗 備考：せんじ碗。透日月粕。

146
陶器 法量：底径（2．7）残存率：底部完存　 生産地：肥前　 出土遺構：一次A区19号土坑　 備考：透日月粕。京焼風陶器。内面見込みに
皿 目跡×3あり。

147
陶器 法量：底径4．2　残存率：底部1／2　内面：透日月和　 外面：銅緑和　 生産地：肥前　 年代：1690～1780年代　 出土遺構：一次A
碗 区5号土坑　 備考：内外面の粕薬掛け分ける。

148
陶器 法量：底径3．7　残存率：底部完存　 内面：透日月粕　 外面：銅緑柚　 生産地：肥前　 年代：1690～1780年代　 出土遺構：一次A
碗 区5号土坑　 備考：内外面の粕薬掛け分ける。

149
陶器 法量：底径4．3　残存率：底部完存　 内面：銅緑粕・見込み蛇の目粕剥ぎ　外面：透日月和　 生産地：肥前　 年代：1690 ～1780

皿 年代　 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：内外面の粕薬掛け分ける。
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150
陶器 法量：口径（1十〇）残存率：口縁部1／4　内面：刷毛目　外面：刷毛目　生産地：肥前　 年代：1690～178 0年代　 出土遺構：
碗 一次A区8号土坑　 備考：白泥による刷毛目。

151
陶器 残存率：休部1／6　内面：刷毛目　 外面：丸文　 生産地：肥前　 年代：1690～1780年代　 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：
碗 白泥による刷毛目。いわゆる蛍手。

152
陶器 法量：口径（33 ．7）底径13 ．0　器高10 ．5　残存率：口綾部～底部1／3　内面：刷毛目・鉄柚・銅緑粕　 生産地：肥前　 年代：17

皿 世紀後半～18世紀初頭？ 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：二彩唐津。内面見込み・高台畳付に砂胎土日‾×6。

153
陶器 法量：口径（2 1．4） 底径7．7　器高5．5　残存率：口綾部～底部1／3　内面：刷毛目・鉄粕・銅緑粕　 生産地：肥前　 年代：17

皿 世紀後半～18世紀初頭？ 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：二彩唐津。内面見込み・高台畳付に砂胎土日×3以上。

154
陶器 法量：口径（33 ．6）底径13．8　器高11．0　残存率：口綾部～底部1／2　内面：象蕨　 生産地：肥前？ 出土遺構：一次A区14

皿 号土坑　 備考：白泥による象蕨（三島手）。内面見込み・高台畳付に胎土日×3以上。

155
陶器 法量：口径（12．5）底径4．6　器高5．2　残存率：口綾部～底部1／2　外面：体部下半に呉須による唐千鳥印×1 生産地：薩摩
碗 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：竪野系。白物。

156
陶器 法量：底径4．5　残存率：底部完存　 外面：体部下半に呉須による唐千鳥印×1 生産地：薩摩　 出土遺構：一次A区5号土坑
碗 備考：竪野系。白物。高台内を渦巻状に削る。

157
陶器 法量：底径5．3　残存率：底部完存　 生産地：薩摩　 年代：17世紀中頃？ 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：竪野系。白物。
碗 冷水窯の製品か。

158
陶器 法量：底径3．8　残存率：底部完存　 外面：体部下半に呉須による唐千鳥印×1 生産地：薩摩　 出土遺構：一次A区5号土坑
碗 備考：撃野系。白物。

159
陶器 法量：底径3．3　残存率：底部完存　 外面：体部下半に呉須による唐千鳥印×1 生産地：薩摩　 出土遺構：一次A区8号土坑
碗 備考：竪野系。白物。

160
陶器 法量：口径（10 ．6）底径4．1 器高6．1 残存率：口縁部～底部1／2　生産地：不日月　出土遺構：二次道路状遺構　 備考：端反

碗 碗。灰粕？を高台内まで施す。

161
陶器 法量：底径5．4　残存率：底部完存　 生産地：不日月　出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：灰粕？を高台内まで施す。高台内に
皿 瓢箪型の刻印あり。

162
陶器 法量：口径11．6　底径5．1 器高7．0　残存率：口綾部～底部4／5　内面：見込み蛇の目粕剥ぎ　 生産地：薩摩　 年代：18世紀
碗 前半　 出土遺構：二次ピット　備考：龍門司系。飴和を高台内まで施す。二次焼成の痕跡あり。

163
陶器 法量：口径10．7　底径4．0　器高6．2　残存率：口綾部～底部1／2　内面：見込み蛇の目粕剥ぎ　 生産地：薩摩　 年代：18世紀
碗 前半　 出土遺構：一次A区14号土坑　備考：龍門司系。白化粧。透日月粕を高台内まで施す。

164
陶器 法量：口径（13．3）底径4．2　器高6．3　残存率：口綾部～底部1／3　内面：見込み蛇の目粕剥ぎ　 生産地：薩摩　 年代：18世
碗 紀前半　 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：龍門司系。透日月粕を高台内まで施す。

165
陶器 法量：口径（8．4） 底径3．8　器高5．5　残存率：口綾部～底部1／3　内面：見込み蛇の目粕剥ぎ　 生産地：薩摩　 年代：18世紀
碗 前半　 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：龍門司系。白化粧。透日月粕を高台内まで施す。

166
陶器 法量：口径（9．6） 底径4．0　器高4．1 残存率：口綾部～底部1／3　内面：見込み蛇の目粕剥ぎ　 生産地：薩摩　 年代：18世紀

皿 前半　 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：龍門司系。透日月粕を高台内まで施す。

167
陶器 法量：底径4．6　残存率：底部完存　 内面：見込み蛇の目粕剥ぎ　生産地：薩摩　 年代：18世紀前半　出土遺構：一次A区5号士坑

皿 備考：音巨門司系。鉄粕を高台内まで施す。

168
陶器 法量：口径9．5　底径3．0　器高4．9　残存率：口綾部～底部2／3　内面：見込み蛇の目和剥ぎ　生産地：薩摩　年代：18世紀前

皿 半　 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：龍門司系。鉄粕を高台内まで施す。

169
陶器 法量：口径12．1 底径4．3　器高5．9　残存率：口綾部～底部1／2　内面：見込み蛇の目和剥ぎ　生産地：薩摩　 年代：18世紀

碗 後半～19世紀　 出土遺構：一次A区14号土坑　 備考：龍門司系。白化粧。鉄粕。高台内は露胎。

170
陶器 法量：口径11．4　底径4．5　器高5．6　残存率：ほぼ完形　 内面：見込み蛇の目和剥ぎ　生産地：薩摩　 年代：18世紀後半～

碗 19世紀　 出土遺構：一次A区14号土坑　 備考：龍門司系。鉄和。高台内は露胎。

171
陶器 法量：口径（11．3）底径4．4　器高4．5　残存率：口綾部～底部1／2　内面：見込み蛇の目和剥ぎ　生産地：薩摩　 年代：18世

皿 紀後半～19世紀　 出土遺構：二次5号±坑　 備考：龍門司系。鉄粕。高台内は露胎。

172
陶器 法量：底径4．3　残存率：底部完存　 内面：見込み蛇の目和剥ぎ　生産地：薩摩　 年代：18世紀後半～19世紀　 出土遺構：一次A

皿 区5号土坑　 備考：龍門司系。鉄和。高台内は露胎。

173
陶器 法量：口径（10 ．6） 底径4．0　器高3．4　残存率：口縁部～底部1／4　内面：見込み蛇の目粕剥ぎ　生産地：薩摩　 年代：18世

皿 紀後半～19世紀　 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：龍門司系。白化粧。透日月和。高台内は露胎。

174
陶器 法量：口径（8．1）底径3．3　器高3．7　残存率：口縁部～底部1／2　内面：見込み蛇の目粕剥ぎ　生産地：薩摩　 年代：18世紀
碗 後半～19世紀　 出土遺構二次19号土坑　 備考：龍門司系。白化粧。鉄粕。高台内は露胎。

175
陶器 法量：口径6．4　底径3．0　器高2．5　残存率：口縁部～底部4／5　内面：見込み蛇の目粕剥ぎ　生産地：薩摩　 年代：18世紀

皿 後半～19世紀　 出土遺構：一次B区遺構外　 備考：籠門司系。白化粧。透日月和。高台内は露胎。

176
陶器 法量：底径5．0　残存率：底部完存　 生産地：薩摩　 年代：18世紀後半～19世紀　 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：籠門司
茶人 系。白化粧。透日月粕。底部回転糸切り痕（右）。

177
陶器 法量：口径（9．0）底径3．8　器高4．5　残存率：口綾部～底部1／2　生産地：薩摩　 年代：18世紀後半～19世紀　 出土遺構：
碗 一次A区14号土坑　 備考：龍門司系。せんじ碗。白化粧。透日月粕。内面見込みに胡麻目×3。高台内は露胎。

178
陶器 法量：口径（15．7）底径（5．2）器高5．2　残存率：口縁部～底部1／3　内面：見込み蛇の目粕剥ぎ　外面：斜格子文？ 生産地：

皿 薩摩　 年代：18世紀後半～19世紀 ．出土遺構：一次A区14号土坑　 備考：龍門司系。白化粧。透日月粕。高台内は露胎。

179
陶器 法量：口径（12．6）底径4．6　器高3．5　残存率：口綾部～底部1／2　内面：見込み蛇の目粕剥ぎ・斜格子文　 生産地：薩摩

皿 年代：18世紀後半～19世紀　 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：龍門司系。白化粧。透日月粕。高台内は露胎。
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180
陶器 法量：口径（13．8）底径5．4　器高6．3　残存率：底部完存　 内面：見込み蛇の目粕剥ぎ　外面：斜格子文？ 生産地：薩摩
皿 年代：18世紀後半～19世紀　 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：龍門司系。白化粧。透日月粕。高台内は露胎。

18 1
陶器 法量：口径（10 ．0） 底径3．8　器高5．0　残存率：口縁部～底部1／2　内面：見込み蛇の目粕剥ぎ．生産地：薩摩　 年代：18世
皿 紀前半　 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：龍門司系。輪花。白化粧。透日月粕を高台内まで施す。

182
陶器 法量：口径（15 ．8） 残存率：口綾部1／2　内面：鉄粕　外面：鮫肌粕　 生産地：薩摩　 年代：19世紀以降　 出土遺構：二次19号
鉢 土坑　 備考：龍門司系。内外面の粕薬掛け分ける。

183
陶器 法量：口径（10．8）底径4．8　器高2．4　残存率：口綾部～底部1／2　生産地：薩摩　 年代：19世紀　 出土遺構：一次A区5号土
皿 坑　 備考：龍門司系。灯日月皿。鉄粕。内・外底面に胡麻目×3以上。回転糸切り痕（右）。

184
陶器 法量：口径（10．1）底径4．4　器高上8　残存率：口綾部～底部1／3　生産地：薩摩　 年代：19世紀　 出土遺構：一次A区5号土

皿 坑　 備考：龍門司系。灯日月皿。内・外底面に胡麻目×2以上。回転糸切り痕（右）。

185
陶器 法量：口径（9．7）底径4．5　器高2．6　残存率：口縁部～底部2／3　内面：見込み蛇の目粕剥ぎ　生産地：薩摩　 年代：18世紀

皿 後半～19世紀　 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：龍門司系。灯日月皿。鉄粕。回転糸切り痕（右）。

186
陶器 法量：口径（9．9） 底径4．5　器高2，1 残存率：口綾部～底部1／3　生産地：薩摩　 年代：18世紀後半～19世紀　 出土遺構：

皿 一次A区5号土坑　 備考：龍門司系。灯日月皿。内・外底面に胎土日×4。回転糸切り痕後、ヘラ削り調整。

187
陶器 法量：受部径（8．2） 口径（10 ．5） 底径6．0　器高5．9　残存率：口綾部～底部2／3　生産地：薩摩　 年代：18世紀後半～19世

皿 紀　 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：龍門司系。灯日月受皿。飴粕？底部回転糸切り痕（右）。

188
陶器 法量：受部径（7．1） 口径（9．2） 底径5．2　器高5．7　残存率：口縁部～底部4／5　生産地：薩摩　 年代：18世紀後半～19世

皿 紀　 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：龍門司系。灯日月受皿。飴粕？底部回転糸切り痕（右）。

189
陶器 法量：受部径（6．9） 口径（7．9）底径5．6　器高6．6　残存率：口縁部～底部2／3　生産地：薩摩　 年代：18世紀後半～19世

皿 紀　 出土遺構：一次A区7号土坑　 備考＝龍門司系こ灯日月受皿。鉄柚。底部回転糸切り痕（右）。

190
陶器 法量：受部径（5．8） 口径6．8 底径4．3　器高4．7 残存率：口縁部～底部4／5　生産地：薩摩　 出土遺構：一次A区5号・8号士

皿 坑　 備考：元立院系か。灯日月受皿。底部回転糸切り痕（右）。

191
陶器 法量：口径（4．9） 底径5．0　器高13 ．3　残存率：口綾部～底部4／5　生産地：薩摩？ 出土遺構：二次19号±坑　 備考：粘
乗燭 土紐貼り付けによる取手あり。

192
陶器
乗燭
法量：口径（4．5） 底径4．2　器高5．5　残存率：口縁部～底部〟5　生産地：薩摩？ 出土遺構：一次A区5号土坑

193
陶器
莱燭
法量：底径4．0　器高5．2　残存率：底部完存　 生産地：薩摩？ 出土遺構：一次A区5号土坑

194
陶器 法量：口径8．0　底径4．3　器高4．4・残存率：口縁部～底部4／5　内面：見込み蛇の目粕剥ぎ　生産地：薩摩　 年代：18世紀
仏飯器 後半～19世紀　 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：龍門司系。白化粧。透日月粕。

195
陶器 法量：口径5．8　底径3．6　器高5．2　残存率：完形　 生産地：薩摩　 出土遺構：一次A区遺構外　 備考：元立院系か。鉄粕。底部
仏飯器 回転糸切り痕（左）

196
陶器 法量：口径（8．4） 底径4．8　器高4．7　残存率：口縁部～底部1／2　内面：見込み蛇の目粕剥ぎ　生産地：薩摩　年代：18世紀
仏飯器 後半～19世紀　 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：龍門司系。透日月粕。

197
陶器 法量：口径6．0　底径3．9　器高4．9　残存率：口縁部～底部4／5　生産地：薩摩　 年代：17世紀後半～18世紀前半？ 出土
仏飯器 遺構：一次A区11号土坑　 備考：元立院系。鉄和。

198
陶器 法量：底径3．7　残存率：底部完存　 生産地：薩摩　 年代：18世紀後半～19世紀　 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：龍門司
仏飯器 系。白化粧。透日月和。

199
陶器 法量：底径3．7　残存率：底部完存　 生産地：薩摩　 年代：18世紀後半～19世紀　 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：龍門司
仏飯器 系。白化粧。透日月粕。

200
陶器
窒
法量：口径（33．0）残存率：口縁部1／10　生産地：薩摩　出土遺構：一次A区5号土坑　備考：苗代川系。口縁部上面に貝目あり。

201
陶器
璽
法量：口径（28．勾　残存率：口綾部1／6　生産地：薩摩　 出土遺構：一次A区5号土坑　備考：苗代川系。口縁部上面に貝目あり。

202
陶器 法量：口径（35 ．0）．残存率：口綾部1／6　璽賠臣浅い凹線が3条巡る　 生産地：薩摩　 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：苗代

碧 川系。口綾部上面に貝目あり。

203
陶器 法量：口径（35 ．8） 残存率：口綾部1／8　璽賠臣浅い凹線が3条巡る　休部：内面に当て具の痕跡あり　生産地：薩摩　 出土遺
璽 構：二次3号±坑　 備考：苗代川系。口綾部上面に貝目あり。

204
陶器 法量：口径（27．8）残存率：口縁部1／10　璽賠臣浅い凹線が3条巡る　 肩部：断面三角形の突帯が2条以上巡る　 生産地：薩摩
璽 出土遺構：二次道路状遺構　備考：苗代川系。

205
陶器 残存率：口綾部1／12　頚部：浅い凹線が3条巡る　肩部：断面三角形の突帯が2条以上巡る　 生産地：薩摩　 出土遺構：一次A
璽 区5号土坑　 備考：苗代川系。

206
陶器 残存率：口綾部1／4　口縁部：縁帯をつまみ波打たせる　胴部：外面に沈線による装飾　 生産地：薩摩　 出土遺構：一次A区5
璽 号土坑　 備考：苗代川系。口縁部上面に貝目あり。

207
陶器 法量：口径（32．2）残存率：口縁部1／4　口縁部：縁帯をつまみ波打たせる　生産地：薩摩　 出土遺構：一次A区8号土坑　備考：
璽 苗代川系。口綾部上面に貝目あり。

208
陶器 法量：口径（34．4）残存率：口綾部1／6　口縁部：‘縁帯をつまみ波打たせる　 胴部：外面に2条の沈線と櫛揃による装飾　 生産

璽 地：薩摩　 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：苗代川系。

209
陶器 法量：口径（3 2．0）残存率：口綾部1／3　口綾部：縁帯をつまみ波打たせる　 生産地：薩摩　 出土遺構：一次A区5号土坑　 備
璽 考：苗代川系。
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210
陶器 法量：口径（28 ．2）残存率：口綾部1／4　口縁部：縁帯の下端のみ押さえ波打たせる　生産地：薩摩　 出土遺構：一次A区5号
璽 土坑　 備考：苗代川系。口綾部上面に胎土日（コマ目？）あり。

211
陶器 法量：口径（26．4）残存率：口綾部1／8　口縁部：縁帯をつまみ波打たせる　 生産地：薩摩　 出土遺構：一次A区33 号土坑
璽 備考：苗代川系。口綾部上面にコマ目あり。

212
陶器 法量：口径（26．2）残存率：口綾部1／6　口縁部：縁帯をつまみ波打たせる　 胴部：内面に粘土塊を貼り付け、突起を形成　 生

碧 産地：薩摩　 出土遺構：一次A区5号±坑　 備考：苗代川系。口縁部上面にコマ目あり。

213
陶器 法量：口径（28 ．0）残存率：口綾部1／5　胴部：外面に粘土塊を貼り付け、突起を形成　 生産地：薩摩　 出土遺構：一次A区5号
誓 ±坑　 備考：苗代川系。口綾部上面にコマ目あり。

214
陶器 法量：口縁（29．8）残存率：口綾部1／5　肩部：断面三角形の突帯が2条巡る　 生産地：薩摩　 出土遺構：一次A区5号土坑　 備

璽 考：苗代川系。器壁厚く重量感あり。口綾部上面にコマ目？あり。

215
陶器 法量：口径（25．5）残存率：口綾部1／5　生産地：薩摩　 出土遺構：一次A区23号±坑　 備考：苗代川系。器壁厚く重量感あり。
窒 口縁部上面にコマ目あり。

216
陶器 法量：口径（39 ．2） 残存率：口綾部1／8　生産地：薩摩　 出土遺構：一次A区遺構外　 備考：苗代川系。器壁厚く重量感あり。口
璽 縁部上面にコマ目あり。

217
陶器 法量：口径（29 ．8）残存率：口綾部1／8　口縁部：折り返して縁帯を形成。2条の突帯　 櫛目：太目一単位10条　 生産地：薩摩
摘鉢 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：苗代川系。口縁部上面に貝目あり。

218
陶器 法量：口径（30 ．7） 残存率：口綾部1／6　口縁部：折り返して縁帯を形成。2条の突帯　 櫛目：太目一単位9条以上　 生産地：薩
招鉢 摩　 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：苗代川系。口綾部上面に貝目あり。

219
陶器 法量：口径（32 ．1）残存率：口綾部1／2　口縁部：やわらかく屈曲。2条の突帯　 櫛目：太目一単位5条　 生産地：薩摩　 出土遺

摘鉢 構：一次A区5号土坑　 備考：苗代川系。口綾部上面にコマ目あり。

220
陶器 法量：口径（28 ．6）残存率：口縁部1／2　口縁部：やわらかく屈曲。2条の突帯　 櫛目：太目一単位4条　 生産地：薩摩　 出土遺

摘鉢 構：一次A区5号土坑　 備考：苗代川系。口縁部上面に貝目あり。

221
陶器 法量：口径（22 ．8） 残存率：□綾部1／8　口縁部：外傾した丁字状　 櫛目：太目一単位4条　 生産地：薩摩　 出土遺構：一次A区
摘鉢 5号土坑　 備考：苗代川系。

222
陶器 法量：口径（32 ．4）残存率：口縁部1／8　口縁部：外方に折れ線帯を形成。縁帯下端を内側に巻き込む　 櫛目：細目一単位10

摘鉢 条　 生産地：薩摩　 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：苗代川系。

223
陶器 法量：口径（28 ．0）残存率：口綾部1／5　口綾部：外方に折れ線帯を形成　 櫛目：細目一単位7条　 生産地：薩摩　 出土遺構：
招鉢 一次A区5号±坑　 備考：苗代川系。口綾部上面にコマ目あり。

224
陶器 法量：口径29．0　底径15 ．3　器高13 ．4　残存率：口綾部～底部1／2　口縁部：外方に折れ縁帯を形成　 櫛目：細目一単位7条

摘鉢 生産地：薩摩　 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：苗代川系。口綾部上面にコマ目？あり。

225
陶器 法量：口径（2 1．9）底径（12．6）器高10．9　残存率：口縁部～底部1／2　櫛目：細目一単位7条　 生産地：薩摩　 出土遺構：二

招鉢 次道路状遺構・コンクリート溜3　備考：苗代川系。

226
陶器 法量：口径29 ．6　底径23 ．8　器高9．4　残存率：口綾部～底部2／3　口縁部：直下に浅い凹線が2条巡る　 生産地：薩摩　 出

鉢 土遺構：一次A区5号土坑　 備考：苗代川系。

227
陶器 法量：口径（23 ．2）底径（18 ．0） 器高5．3　残存率：口綾部～底部1／3　口縁部：外方に折れ縁帯を形成　 生産地：薩摩　 出

鉢 土遺構：二次3号土坑・道路状遺構　 備考：苗代川系。口綾部上面にコマ目あり。

228
陶器 法量：口径（33．8）底径（16 ．0） 器高14．1 残存率：口縁部～底部1／4　生産地：薩摩　 出土遺構：二次19号±坑　 備考：苗

鉢 代用系。底部内・外面に貝目あり。口縁部上面にも目跡残るが様相異なる（胎土日？）占

229
陶器
植木鉢

法量：底径（16．0）残存率：底部1／3　生産地：薩摩　 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：苗代川系。底部内・外面に貝目あり。

230
陶器
植木鉢

法量：底径16．5　残存率：底部完存　 生産地：薩摩　 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：苗代川系。

231
陶器 法量：口径7．4　底径16 ．2　器高8．5　残存率：ほぼ完形　 注口部：ため口。休部の孔は縦並びの2つ　 生産地：薩摩　 出土遺
土瓶 構：一次A区5号土坑・二次19号土坑　 備考：苗代川系。体部下半に貝目×3あり。

232
陶器 法量：口径6．8　残存率：口縁部～休部2／3　外面：鮫肌和　 注口部：上面が肩平で独特の形状。休部の孔は1つ　 生産地：薩摩

土瓶 年代：19世紀　 出土遺構：二次19号±坑　備考：龍門司系。来客用の酒器か。

233
陶器
土瓶蓋

法量：口径7．5　器高3．7　残存率：ほぼ完形　 生産地：薩摩　 出土遺構：二次19号土坑　 備考：苗代川系。

234
陶器
土瓶蓋 法量：口径5．6　器高3．3　残存率：ほぼ完形　 生産地：薩摩　 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：苗代川系。

235
陶器
土瓶蓋

法量：口径3．4　器高2．4　残存率：ほぼ完形　 生産地：薩摩　 出土遺構：一次A区8号土坑　 備考：苗代川系。

236
陶器
土瓶蓋

法量：口径5．6　器高3．0　残存率：口縁部～つまみ2／3　生産地：薩摩　 出土遺構：一次A区8号土坑　 備考：竪野系。白物。

237
陶器
土瓶 残存率：注口部のみ　 注口部：鉄砲口。休部の孔は1つ　 生産地：薩摩？　出土遺構：一次A区5号土坑

238
陶器 残存率：注後部のみ　 注口部：粘土板を貼り付けて形成。休部の孔は1つ　 生産地：薩摩　 出土遺構：一次A区8号士坑　 備考：
土瓶 苗代川系。他の土瓶と形態異なる。いわゆる甘酒注？

239
陶器
土瓶
残存率：注後部のみ　注口部：ため口。休部の孔は3つ　 生産地：薩摩　 出土遺構：一次A区3号土坑　備考：竪野系。白物。
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240
陶器 法量：口径（14 ・7）底径8．4　器高11．6　残存率‥口縁部～底部2／3　内面：？ 生産地：薩摩　 年代：18世紀後半～19世紀
高杯 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：龍門司系。白化粧。透日月和。

24 1
陶器 法量：口径（9・5）残存率：口縁部～休部1／4　口縁部内面＝圏線など　 外面：圏線など　 生産地：薩摩　 年代：18 ～19世紀
睡壷 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：竪野系？。宋胡録写。

242
陶器
瓶
法量：底径（6・1）残存率：口綾部欠　 生産地＝薩摩　 出土遺構：一次A区遺構外　 備考：竪野系？。耳に獣面をあしらう。

243
陶器 法量：口径3・0　底径（6．8）器高19 ．6　残存率：口縁部～底部1／2　休部：指押さえなどによる縦位のくぼみ　生産地：不日月
徳利 出土遺構：一次A区5号・8号土坑　 備考：ぺこかん。

244
陶器 法量：口径（15・8）残存率：口綾部1／3　休部：内面に当て具の痕跡残る　 生産地：薩摩　 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：
＝±＝ヨ翌 苗代川系。口縁部上面に貝目あり。

245
陶器 法量：口径13・2　残存率：口綾部ほぼ完存　 休部：粘土紐を貼り付け耳を形成　 生産地：薩摩　 出土遺構：二次遺構外　 備考：
±＝里 苗代川系。双耳壷。

246
陶器 法量：底径8・2　残存率：口縁部欠　頸部：外面に浅い凹線が5条巡る　胴部：内面はロクロの巻き上げ痕を強く残す　生産地：
瓶 琉球　 年代：19世紀代　 出土遺構：一次A区5号土坑　備考：荒焼。

247
陶器 法量：口径15 ・0　底径23 ．2　器高70 ．4　残存率‥口綾部～底部1／2　胴部：粘土紐を貼り付けて耳を形成　 生産地：琉球
＝ゴ＝＝璽巨 年代：19世紀代　 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：荒焼。三耳壷。底部外面に窯道具の溶着痕×2以上あり。

248
陶器 法量：口径（12・8）底径4．5　器高5．4　残存率：口綾部～底部1／4　生産地：不日月　出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：天日
碗 椀。内面見込み付近の擦痕著しい。使用によるものか。黒色粕を高台内まで施す。

249
陶器 法量：底径4・8　残存率：底部完存　 生産地＝不日月　出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：天日碗。鉄粕？をかけるが外面下半
碗 は露胎。

250
陶器 法量：口径（14 ・4）底径（7．6） 器高4．7　残存率‥口縁部～底部1／4　内面：鉄絵と呉須による葺絵？ 生産地：京都　年代：

皿 18世紀代？ 出土遺構：一次A区遺構外　 備考＝向付。菊花状を呈する。外面に布目残り、型による成形。

251
陶器 法量：口径（14 ・4）底径（8．0） 器高4．8　残存率＝口綾部～底部1／8　内面：鉄絵による草花文？ 生産地：京都　 年代：18

皿 世紀代？ 出土遺構：一次A区14号土坑　 備考：向付。菊花状を呈する。外面に布目残り、型による成形。

252
陶器 法量：底径9・6　残存率：底部2／3　内面：白泥と呉須による花文？ 生産地：不日月　出土遺構：一次A区3号・5号土坑・二次道

皿 路状遺構

253
陶器 法量：口径（20 ・8）底径8．0　器高2．8　残存率＝口縁部～底部1／2　内面：白泥と呉須による梅花文など　 生産地：不日日　出

皿 土遺構：一次A区8号土坑

254
陶器 法量：口径17・2　底径1上6　器高3．4　残存率：口綾部～底部2／3　内面：見込みはイツチン掛け？による文字（短歌か？）

皿 生産地：不日月　出土遺構：一次A区8号土坑　備考：器形は著しく不整形。型によるものか。

255
陶器
覧水入れ

法量：器高3．9　残存率：口縁部～底部1／3　外面：？（鉄絵） 生産地：瀬戸・美濃？ 出土遺構：一次A区5号±坑

256
陶器
油壷
法量：底径4．1 残存率：休部～底部1／2　生産地：不日月　出土遺構：一次A区遺構外

257
磁器 法量：口径8．7　底径5．7　器高4．3　残存率：口綾部～底部4／5　外面届文　 生産地：肥前　 出土遺構：一次A区5号土坑
青磁灰落し 備考：内面も全面施粕。

258
磁器
青磁灰落し 法量：口径5．3　残存率：口綾部4／5　外面：縞文　 生産地：肥前　 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：内面は露胎。

259
瓦質土器 法量：底径12 ・4　器高17．0　残存率：口綾部～底部1／2　休部：頂部に粘土紐による持ち手。正面に楕円形、背面に扇形の窓
火もらい を有する　底部：低い足が付く（三足か） 生産地：在地？ 出土遺構：二次19号土坑

260
土器 法量：口径33・1 底径3 1．0　器高14，8　残存率‥口綾部～底部1／3　底部：やや高い板状の足が付く（二足か） 生産地：在
火鉢 地？ 出土遺構：一次A区20号土坑　 備考：全体的に粗雑なつくりで焼成も甘い。

261
陶器 残存率：口綾部～底部1／3　休部：口綾部直下に長方形の透かし孔を配列。中位にも透かし孔（形態・総数不日月）。白泥による
香炉？ 梅花文　 底部：獣足を有する（おそらく三足） 生産地：薩摩　 出土遺構：一次A区8号土坑　 備考：竪野系。

262
陶器 法量：口径（28・3） 底径（14 ．6）器高15．0　残存率：口縁部～底部1／3　外面：口綾部直下に丸めた粘土塊を貼り付け、竹

鉢 管？で押さえる　 生産地：不日月　出土遺構：二次道路状遺構　 備考：鉄粕。

263
陶器 法量：口径2 1・6　底径11．7　器高1 1．9　残存率：口綾部～底部2／3　片口部：休部上半に取り付き、鉄砲口のような形状
片口 生産地：不日月　出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：鉄粕。口綾部上面は露胎。

264
陶器 法量：口径（29 ．6） 残存率：口綾部1／8　口縁部‥端部が内側に突出　 櫛目：太目一単位9条　 生産地：肥前　 年代：1600～
摘鉢 1650年代　 出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：内野山北窯の製品か。口縁部のみ鉄粕。

265
陶器 法量：口径（23．8）残存率：口縁部1／4　口縁部＝外方に肥厚し縁帯を形成　 櫛目：太目一単位10条　 生産地：備前　 出土遺
招鉢 構：二次14号土坑　備考：縁帯外面のみ自然粕がかかる。重ね焼によるものか。

266
陶器 法量：口径（22．8）残存率：口綾部1／8　口縁部：外方に肥厚し縁帯を形成　 櫛目：太目一単位10条　 生産地：備前　 出土遺
招鉢 構：一次A区5号土坑　 備考：縁帯外面のみ赤褐色を呈する（他は黄褐色）。重ね焼によるものか。

267
石製品 法量：日面径（18 ．2） 供給孔径（2．0）高さ12．1 残存率：1／3　日面形態：摩滅が著しく不日月　台座文様：菱形の可能性あり
某日 石材：砂岩　 生産地：不日月　出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：上目。268 とセットか？

268
石製品 法量：受け皿径（38．8）高さ11 2　残存率‥1／4　石材：砂岩　 生産地：不日月　出土遺構：一次A区5号土坑　 備考：下目。日面
某日 は摩滅しきっている。被熱の痕跡あり。267 とセットか？

269
陶器 法量：底径5・0　残存率：底部完存　 生産地‥肥前　年代：1594～16 10年代　 出土遺構：二次井戸跡　 備考：灰粕？外面下半

皿 は露胎。高台内兜巾あり。内面見込みに胎土日×3。

第12表　出土遺物観察表（9）
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270
陶器 法量：口径12．6　底径4．5　器高3．7　残存率：ほぼ完形　 生産地：肥前　 年代：1594 ～16 10年代　 出土遺構：二次井戸跡
皿 備考：鉄粕。外面下半は露胎。高台内兜巾あり。内面見込みに胎土日×3。

271
陶器 法量：口径13 ．0　底径4．8　器高4．0　残存率：口綾部1／4欠　 生産地：肥前　 年代：1594 ～16 10年代　 出土遺構：二次井戸

皿 跡　備考：鉄粕。外面下半は露胎。高台内兜巾あり。内面見込みに胎土日×3。

272
磁器 法量：口径（32．0）底径13 ．0　器高8．3　残存率：口綾部～底部1／3　内面：花文・圏線　 外面：圏線　 生産地：中国福建・広東
皿 系　 年代：17世紀初頭　 出土遺構：二次井戸跡　 備考：粗製で全体的に黄味がかる。高台畳付に砂付着。

273
陶器 法量：口径（3 1．1）残存率：口綾部1／4　胴部：肩に断面三角形の突帯が1条巡る。内面に当て異痕残る　 生産地：薩摩　 出土
璽 遺構：二次井戸跡・14号土坑　 備考：苗代川系。口綾部上面・底部外面に貝目あり。

第13表　出土遺物観察表（10）

′　、

＼＿ノ

「三≡テ：．

「つ
㌧：；」』27。

三一
20（cm）

コ〔1／4〕

40（cm）

∃〔1／8〕

第15図　第二次調査井戸跡出土遺物（269～272：S＝1／4　273：S＝1／8）
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第Ⅲ章　まとめ

苗代川系陶器の変遷と年代的位置づけについて（第3表・第14図）

第II章第4節で述べたように、八幡遺跡からは苗代川系の陶器と判断される遺物が多量に出土した。

器種ごとの細別案は第3表のとおりであり、個別的特徴はそこに記したが、ここではそれら諸特徴の

比較から導き出される、1：同一器種内における前後関係、2：異なる器種間のセット関係、につい

て検討し、出土状況などをふまえた3：年代的位置づけの推定を試みることとする。

壷（244・245）

壷については2つに分類した。内面に当て具痕を残す薄手の壷1と、やや厚手の壷2である。さら

に重ね焼きの方法についてみると、口緑部上面を平滑にナデて員目を残す壷1と、刷毛臼状の調整を

施したのちに（以下「刷毛目」と略す）柏葉を粗く拭き取りコマ目を残す壷2となる。

璽（200～216）

窯についてはまず、口緑部を強く折り返し胴部の張る賓1・2と、口縁部が逆L字形を呈し半胴窯の

形態をとる窯3～6、その中間形態（甘酒半胴など）ともいえる襲7・8の3グループに大別される。

聾1・2は基本的に薄手で聾1には当て具痕が残る。口緑部上面は平滑にナデて員目を残す。ただ

し205については刷毛目のち粕薬を粗く拭き取っており、やや様相を異にする。窯7との関係で捉え

るべきかもしれない。

賓3～6は口縁部の断面形態をはじめとして共通する部分が多い。ただし器壁が薄い棄3とやや厚

手の窯4～6に分けられるほか、賓3のみに員目と体部外面の装飾（櫛描き）などが見られる。窯5の

一部にはコマ目が明瞭に認められる。賓6を除き緑帯をつまんで波立たせるという独特の整形を行う

が、聾3は波長が不規則で、賓4・5は整っている（5は整いすぎている印象さえ受ける）。賓7・8は

どちらも厚手で、口縁部上面は刷毛目のち粕薬を粗く拭き取る。窯7の一部にはコマ目の可能性があ

る日積み痕が見られる。

摺鉢（217～225）

渡辺芳郎氏によって詳細に論じられており（渡辺2000b）、新たな知見を付け加えうるものではな

いが、口緑部が比較的柔らかく屈曲する措鉢1・2と、口縁部が逆L字状を呈する措鉢4、その他の

措鉢3・5に大別できる。措鉢1～3は口緑部上面を平滑にナデて員目を残すが、措鉢2の一部はコ

マ目を有する。措鉢4・5は刷毛目のち粗菓を粗く拭き取り、4にはコマ目が見られる。措鉢1～

3は口径と底径の差が大きく、措鉢4・5は小さい。

鉢（226～228）

基本的に措鉢と様相を同じくするが、特有の形態も存在する。鉢1は口径・底径の差が極めて小

さく、桶のような形状を呈する。口緑部上面は平滑にナデて員目を残す。鉢6は鉢特有ではなく、

この形態に通じる措鉢の存在する可能性は高い。やはり員目を有する。

植木鉢（229・230）

数は少ないが2分類できる。植木鉢1は内外を平滑にナデて員目を残す。植木鉢2は刷毛臼状の
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粗いナデを施している。

土瓶については良好な資料が少ないため、今回の考察では取り上げない。

以上について整理すると次のようになる。

Aグループ：口縁部上面＝平滑なナデ（柏葉を拭き取るものも一部あり）、目積み痕＝貝目、体部＝

薄手で当て具痕残す

壷1、襲1・2・3、措鉢1・2・3、鉢1・2・3・6、植木鉢1

Bグループ‥口緑部上面＝刷毛目のち柏葉の粗い拭き取り、目積み痕＝コマ目、体部＝厚手

壷2、賓4・5・6・7・8、措鉢（2）・4・5、鉢（2）・4・5、植木鉢2

このように見ると、細分類の番号が概ね新旧を表しているようであり、全体としてAグループか

らBグループへと推移する可能性が高い。

すなわち口縁部上面の調整は、平滑なナデを行っていたものから、刷毛目のような調整痕を残し

粗菓を粗く拭き取るように、重ね焼きの際の目積みは員目からコマ目へと、器壁は叩き成形で薄手

に仕上げていたものから厚手のものへと、それぞれほぼ足並みをそろえて変化したと想定される。

他部位の調整についても口緑部ほど明瞭には言えないが、胴部内外面の丁寧なナデが粗い刷毛臼状

の調整へと変化していくようであり、大勢としては全体の造形が粗雑化していく流れを見出せるだ

ろう。もちろん一器種が一系統の変遷をたどるとは限らず、特に窯における半胴窯は、窯3の形態

にヴァリエーションが認められ、かつ出土量が非常に少ないことを勘案すると、Aグループ終末頃

に登場した新来の器形と考えたほうがよいと思われる。また措鉢2・鉢2などにもA・Bグループ

両者の要素が混在し、過渡期的様相を呈していると言える。

これに口縁部形態を含めた器形のシフトについては既に指摘されているところであるが（九州近世

陶磁学会2000など）、その変化の時期をいつ頃と捉えるか、本遺跡においてヒントとなりそうな資

料を探してみたい。

まず16世紀末～17世紀初頭頃の良好なセットと考えられる第二次調査井戸跡出土遣物の中に奮

1が含まれている（第15図273）。次に近世の廃棄土坑と推定される第一次調査A区8号土坑からは

窯1・2・3・5、措鉢2・3、鉢4、植木鉢1、同じく一次A区14号土坑からも聾3、措鉢2・3、鉢1、

二次3号土坑から窯2、措鉢4、鉢4、二次19号土坑から窯3、鉢1・6、植木鉢1、近代の瓦溜りと

推定される一次A区23号土坑から窯8、防空壕と推定される一次A区44号土坑から鷺7、さらに

コンクリートの多量に出土した撹乱から措鉢5が出土している。井戸跡以外は良好な出土状況とは

言いづらいが、17世紀代の陶磁器も若干含む一次A区8・14号土坑から窯3が、近代の遣物ととも

に窯7・8、措鉢5が出土していることに注意しておく。

次に参考資料として肥前系の壷・窯生産についてみると、寛永年間（17世紀中頃）に同心円当て具

痕から格子目の当て具痕へと変化するという（東中川1987など）。また文献史料からは、享保16年

（1731）頃に薩摩藩の保護経営が中止されたことによる苗代川系の窯の一時的衰退が起こったとされ
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ており（田沢・小山1941）、こうした点からするとA・Bグループの転換期を18世紀前半頃に当てる

ことができそうである。

ただし員目技法については橋口亘・渡辺芳郎両氏による諸研究において明らかにされているよ

うに、19世紀の記年銘資料にも見え、さらには現代の陶工にまで受け継がれているという（橋口

2001など）。よって出土陶片に員目がついていたことのみで、その資料の時期を問うことは困難

であるが、資料に内在する各属性および共伴遣物の検討をふまえれば、ある程度の幅の年代観を

導き出せるようである。

以上、乏しい資料をもとに拙い諭を述べてきたが、多くの問題も残されている。まず方法論に

ついて言うならば、本来的には型式学的な検討に基づいて構築された組列を、一括資料における

共伴関係に照らし合わせ、その妥当性を検証すべきところである。しかし本遺跡においては、切

り合い関係にある遺構が多く（特に近世遺構について）、その上圧倒的多数の遣物が一次A区5号

土坑より出土する一方、ピットからはほとんど出土しないなど量にばらつきがあり、一括遣物に

恵まれなかったという事情がある。このため厳密な手順を踏むことは望めなかった。

また肝心の型式分類についても、百代川系陶器はヴァリエーションが豊富であり、出土遣物の

全器形すら包括した分類案とはなりえなかった。さらに都城に存在し百代川系の影響を受けた諸

窯（宮丸窯など）の様相が明らかでなく、それらの抽出もまったく行えていない。

よって一つの仮説を提示するにとどまらざるを得ないが、今後の調査における良好な一括資料

の発見を待って、より深く論じていかなければならないだろう。
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報告書抄録

フ　 リ　ガ　ナ ハチマンイセキ

書　　　　 名 八幡遺跡

副　 書　 名 都城裁判所合同庁舎建て替え工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

巻　　　　 次

シ リー ズ 名 宮崎県埋蔵文化財センター発掘調査報告書

シリーズ番号 第 7 0 集

編　集　 機　 関 宮崎県埋蔵文化財センター

所　 在　 地 〒880－0212　宮崎県宮崎郡佐土原町大字下那珂40 19番地

編 集 担 当者 永友良典　 南正覚雅士　 堀田孝博

発 行 年 月　日 200 3年3 月7 日

フリガナ

所収遺跡名

フリガナ

所 在 地

コー ド

北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因市町村 遺跡番号

ハチマンイセキ ミヤザキケン 4 5202 31度 131度 （一次調査） （一次調査） 都城裁判所

八幡遺跡 宮崎県 43分 3分 2000．12．18 800Iが

（二次調査）

1，200Iが

合同庁舎建

ミヤコノジョウシ

都城市

ハチマンチョウ

八幡町

ニガイク

2 街区

サンゴウチナイ

3 号地内

3秒 45秒 ～

200 1．3．30

（二次調査）

：2001．4．19

～

200 1．7．30

て替え工事

種　 別 主な時代 主な遺構 主な遣物 特記事項

近世

近代

・井戸跡 ・陶磁器 調査地は都城島

・土坑 （中国産 ・国産） 津家の家老屋敷跡

・溝状遺構

・建物跡

・瓦

・土器

・金属製品

・陶磁器

に比定される。

豊富な遣物が出

土し、中でも井戸跡

出土遣物は16世紀

末～17世紀初頭頃

・土坑 ・瓦 の良好なセットと

（防空壕など） ・金属製品 考えられる。

・道路状遺構

・溝状遺構

・ガラス製品 遺構では造り出

しの階段を有する

土坑が注目される。
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